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『
鰹
沈
む
』
及
び
周
辺
の
詩
に
お
け
る
〈
下
降
〉
の
契
機

は
じ
め
に

金
　
雪
梅

　
詩
人
金
子
光
晴
は
詩
を
書
き
始
め
た
当
初
、
当
時
隆
盛
し
て
い
た
民
衆
詩
を
な
ぞ
る
よ

う
な
、
生
命
感
を
包
蔵
す
る
大
地
や
太
陽
や
自
然
へ
の
感
応
を
表
現
し
た
『
赤
土
の
家
』
を

発
表
し
た
。
初
期
に
お
い
て
は
、
第
一
回
の
洋
行
後
の
、
華
麗
な
詞
句
で
心
情
を
象
徴
す
る

耽
美
主
義
的
な
『
こ
が
ね
轟
』
、
及
び
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
関
東
大
震
災
後
の
退
廃
的
虚

無
的
な
感
情
を
直
戴
に
表
現
し
た
『
水
の
流
浪
』
が
あ
る
。
そ
の
後
幾
度
に
も
亘
る
海
外
体

験
を
経
て
、
詩
作
を
全
開
し
た
後
期
の
作
品
に
お
い
て
は
、
詩
風
は
一
転
し
、
独
自
の
詩
語

や
象
徴
的
な
手
法
を
用
い
て
、
反
国
家
権
力
、
反
戦
争
の
晦
渋
と
も
言
わ
れ
て
い
る
詩
集

『
鮫
』
を
発
表
し
、
戦
中
、
戦
後
に
は
、
様
々
な
戦
争
非
協
力
及
び
現
実
批
判
の
詩
を
書
き

続
け
た
。
そ
の
常
に
自
作
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
詩
風
の
変
遷
、
及
び
晩
年
に
至
る
ま

で
の
膨
大
な
詩
作
な
ど
の
た
め
に
、
金
子
の
詩
は
難
解
で
あ
り
、
正
体
の
つ
か
み
が
た

い
詩
人
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
き
た
㍑
。
そ
の
な
か
で
、
詩
風
が
一
転
し
た
後
期
の
創
作

活
動
を
展
開
す
る
以
前
の
数
度
に
わ
た
る
海
外
体
験
は
、
金
子
の
詩
を
理
解
し
、
詩
風

の
変
容
を
解
く
た
め
の
大
き
な
鍵
と
さ
れ
る
。
「
流
浪
の
体
験
は
、
光
晴
に
、
冷
酷
な
ま

で
、
時
代
・
社
会
の
虚
妄
を
洞
見
さ
せ
、
脆
弱
な
詩
的
感
傷
を
追
放
せ
し
め
た
」
筐
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
確
か
に
大
正
と
昭
和
十
年
代
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
金
子
の
数

度
の
海
外
体
験
は
、
彼
の
後
期
詩
風
の
形
成
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

海
外
体
験
と
言
っ
て
も
金
子
の
そ
れ
は
か
な
り
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
海
外
体
験
と
詩

人
の
詩
作
を
考
え
る
際
、
旅
を
し
た
時
問
と
場
所
の
差
異
を
無
視
し
て
、
た
だ
｝
個
の

　
「
流
浪
の
体
験
」
で
そ
の
全
部
を
括
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
従
来
の
よ
う
に
西
洋
だ
け

を
強
調
し
た
り
す
る
よ
う
な
考
え
方
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。

　
｝
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
る
二
度
目
の
洋
行
に
出
る
前
、
金
子
は
一
ヶ
月
以
上

の
上
海
滞
在
を
三
度
も
繰
り
返
し
て
い
た
。
海
外
流
浪
の
間
に
ほ
と
ん
ど
詩
を
発
表
し

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
金
子
は
、
実
は
こ
の
三
度
の
上
海
旅
行
時
に
三
十
篇
ほ
ど

の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
時
期
の
創
作

に
関
し
て
で
あ
る
。

　
従
来
、
金
子
の
詩
作
を
詩
風
に
よ
っ
て
時
代
区
分
す
る
説
は
大
き
く
四
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
首
藤
基
澄
守
は
詩
作
を
三
期
に
分
け
る
。
「
第
一
期
は
大
正
五
年
に
詩
作
を
始

め
て
か
ら
昭
和
三
年
二
回
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
出
発
す
る
ま
で
、
詩
集
と
し
て
『
赤

土
の
家
』
（
大
8
・
1
）
『
こ
が
ね
轟
』
（
大
1
2
・
7
）
『
水
の
流
浪
』
（
大
1
5
・
1
2
）

『
鰹
沈
む
』
（
昭
和
2
・
5
）
『
香
炉
』
（
昭
2
1
・
5
）
が
あ
り
、
未
刊
詩
集
も
い
く
つ

か
あ
る
。
第
二
期
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放
浪
を
経
て
、
い
わ
ゆ
る
「
抵
抗
詩
」
を
書
い
た
時

期
『
鮫
』
（
昭
1
2
．
8
）
他
、
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
『
落
下
傘
』
（
昭
2
3
・
4
）
『
蛾
』

（
昭
2
3
．
9
）
『
鬼
の
児
の
唄
』
（
昭
2
4
・
1
2
）
、
そ
れ
に
『
女
た
ち
へ
の
エ
レ
ジ

ー
』
（
昭
2
4
．
5
）
が
あ
る
。
第
三
期
は
戦
後
の
混
乱
時
代
か
ら
現
在
ま
で
で
、
『
人

間
の
悲
劇
』
（
昭
2
7
．
1
2
）
『
非
情
』
（
昭
3
0
・
1
）
『
水
勢
』
（
昭
3
1
・
5
）
『
目
』

昭
4
0
．
5
）
『
泥
の
本
』
な
ど
が
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
純
之
助
・
も
や

は
り
三
期
に
分
け
て
、
「
ま
ず
詩
に
手
を
そ
め
て
か
ら
、
や
が
て
『
赤
土
の
家
』
を
出
し
、

第
一
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
で
た
の
が
大
正
七
年
、
大
正
十
年
早
く
も
帰
国
し
て
、
七

月
に
外
国
で
書
き
留
め
た
中
か
ら
選
ん
で
『
こ
が
ね
贔
』
を
出
し
て
注
目
さ
れ
、
や
が

て
『
水
の
流
浪
』
『
鰹
沈
む
』
を
世
に
出
し
た
頃
の
、
つ
ま
り
大
正
年
間
の
活
動
を
も
っ

て
第
一
期
と
し
、
第
二
期
を
昭
和
四
年
の
第
二
回
外
国
旅
行
か
ら
戦
争
終
結
ま
で
と
見

れ
ば
、
戦
後
の
三
十
年
を
第
三
期
の
時
期
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
。
一
方
、

中
島
可
一
郎
二
は
作
品
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。
「
そ
の
一
つ
は
、
詩
集
『
赤
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土
の
家
』
か
ら
『
水
の
流
浪
』
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
目
は
『
鰹
沈
む
』
か
ら
『
鮫
』

『
女
た
ち
へ
の
エ
レ
ジ
ー
』
（
発
表
は
昭
和
二
十
四
年
間
な
る
が
、
『
鮫
』
と
同
時
代
に

書
か
れ
た
）
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
三
つ
目
は
、
戦
時
下
に
書
か
れ
た
詩
集
『
落
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ル

傘
』
『
鬼
の
児
の
唄
』
で
あ
り
、
四
つ
目
は
『
人
間
の
悲
劇
』
か
ら
『
H
ピ
』
に
い
た
る

道
程
で
あ
る
。
」
「
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
仕
方
は
奇
し
く
も
日
本
の
時
代
区
分
と
軌
を
一
つ

に
し
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
次
大
戦
の
終
了
期
と
関
東
大
震
災
の
間
に
挟

ま
れ
た
時
期
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
初
年
か
ら
十
年
間
、
す

な
わ
ち
、
知
識
人
の
批
判
精
神
が
も
っ
と
も
先
鋭
に
打
ち
出
さ
れ
た
時
代
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
こ
の
間
か
れ
が
日
本
に
い
た
時
期
は
短
い
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、
軍
国
主
義

が
強
大
に
個
人
の
自
由
を
剥
奪
し
た
暗
黒
期
で
、
金
子
光
晴
の
自
我
の
歯
が
も
っ
と
も

む
き
だ
し
に
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
第
四
は
、
戦
後
の
混
乱
期
を
な
ま
な
ま
し
く
反
映

し
て
い
る
が
、
『
回
ピ
』
で
は
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
離
脱
し
た
も
の
、
日
本
人
の
精
神

的
支
柱
の
喪
失
を
す
る
ど
く
指
摘
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
る
。
三
島
森
武
葺
は
中
島
可
一

郎
、
首
藤
基
澄
、
吉
田
精
一
の
分
け
方
を
紹
介
し
て
、
「
中
島
氏
の
分
類
が
こ
の
中
で
も

特
に
妥
当
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
し
て
三
氏
の
共
通
点
を
ま
と
め
金
子
の
詩
作
を
三

つ
に
分
け
る
。
一
は
「
初
期
の
耽
美
的
な
作
品
群
」
『
こ
が
ね
贔
』
か
ら
『
鰹
沈
む
』
ま

で
を
含
む
。
二
は
「
戦
争
中
の
所
謂
「
反
戦
詩
」
群
」
、
こ
れ
は
『
鮫
』
か
ら
『
落
下
傘
』

『
蛾
』
『
女
た
ち
へ
の
エ
レ
ジ
ー
』
『
鬼
の
児
の
唄
』
な
ど
を
指
す
。
三
は
「
戦
後
の
作

品
群
－
宗
教
・
女
－
」
で
、
戦
後
の
諸
作
品
を
指
す
。

　
諸
氏
の
分
け
方
を
見
る
と
、
一
つ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
詩
集
『
鰹
沈
む
』
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
中
島
だ
け
が
『
鰹
沈
む
』
を
第
一

期
か
ら
切
り
は
な
し
、
中
島
の
分
類
を
妥
当
だ
と
評
価
し
た
三
島
森
武
も
首
藤
基
澄
と

加
藤
純
之
助
と
同
じ
よ
う
に
『
鱗
沈
む
』
を
『
こ
が
ね
轟
』
と
一
緒
に
第
一
期
の
内
に

含
め
た
。
詩
集
『
鰹
沈
む
』
は
大
正
十
五
年
第
一
回
上
海
旅
行
を
記
念
す
る
金
子
と
妻

森
三
千
代
の
共
著
詩
集
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
詩
人
の
各
詩
集
を
た
ど
り
な
が
ら

詩
人
の
思
想
、
詩
風
の
変
化
を
探
求
し
た
も
の
と
し
て
、
首
藤
基
澄
の
『
金
子
光
晴
研

究
』
（
審
美
社
　
一
九
七
〇
年
）
、
嶋
岡
農
の
『
金
子
光
晴
論
』
（
五
月
書
房
　
一
九
七
三

年
）
、
中
野
孝
次
の
『
金
子
光
晴
』
（
筑
摩
書
房
　
一
九
八
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
王
氏
と
も
詩
集
『
鱗
沈
む
』
を
重
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
先

行
研
究
の
中
で
は
詩
集
『
罐
沈
む
』
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
長
い
海
外
流

浪
の
幕
開
け
に
位
置
す
る
こ
の
詩
作
品
に
お
け
る
変
化
に
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
澤
正
宏
氏
邑
の
「
詩
史
の
中
の
金
子
光
晴
1
ー
ア
ジ
ア
の
永
遠
を
見

た
詩
人
1
」
に
は
『
鰻
沈
む
』
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　
こ
の
観
念
的
な
流
浪
に
内
実
を
与
え
た
の
が
森
三
千
代
と
の
共
著
詩
集
『
鰹
沈
む
』
（
有
明
社

出
版
部
、
昭
2
・
5
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
生
活
を
「
幻
の
や
う
に
」
錯
覚
さ
せ
る
ほ

ど
の
「
冥
々
と
し
て
終
始
が
な
い
」
「
黄
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
に
氾
濫
す
る
」
（
詩
「
鰹
沈
む
」
）

表
現
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
金
子
の
詩
を
解
明
す
る
の
に
、
詩
「
鰹
沈
む
」
に
お
け
る
表
現
を
検
討
す
る
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
の
主
た
る
興
味
は
詩
人
の
東
南
ア
ジ
ア
体
験
に
あ

る
が
た
め
に
、
『
鰹
沈
む
』
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
詩
の
表
現
の
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　
そ
こ
で
、
本
論
は
今
ま
で
た
だ
好
情
的
な
旅
行
記
念
詩
集
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
詩
の
内

容
や
方
法
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
詩
集
『
鱗
沈
む
』
（
一
九
二
八
年
）
と
そ

の
後
に
書
か
れ
た
詩
篇
を
「
『
鰺
沈
む
』
及
び
周
辺
の
詩
」
と
名
づ
け
、
詩
語
の
詳
細
な

解
明
を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
後
期
の
金
子
詩
の
表
現
の
形
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
光
を
当
て

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
、
『
鰹
沈
む
』
の
構
成
及
び
周
辺
の
詩

　
初
版
『
鰹
沈
む
』
が
有
明
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
年
五
月
十
五
日
で
あ

る
。
詩
集
に
は
金
子
と
妻
森
三
千
代
の
二
十
六
篇
の
詩
が
収
録
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
詩
の

制
作
時
期
は
一
九
二
六
年
三
月
か
ら
一
九
二
七
年
五
月
の
間
と
見
て
よ
い
。

　
詩
集
『
鰹
沈
む
』
及
び
そ
の
前
後
の
詩
篇
を
中
心
に
、
上
海
体
験
後
の
金
子
の
詩
風

の
変
化
を
考
察
す
る
場
合
、
詩
集
『
鰻
沈
む
』
（
一
九
二
七
年
）
が
妻
森
三
千
代
と
の
共

著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　
そ
の
中
で
論
者
が
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
詩
集
『
鰹
沈
む
』
を
出
版
す
る
前
、
一

九
二
六
年
九
月
に
雑
誌
「
詩
神
」
に
発
表
し
た
詩
群
「
黄
浦
江
に
寄
す
（
他
6
篇
）
」
冨

で
あ
る
。
こ
の
一
群
の
詩
篇
は
金
子
個
人
の
上
海
旅
行
記
念
作
品
と
見
て
い
い
。
そ
の

詩
聖
に
は
、
冒
頭
に
詩
「
豊
浦
江
に
寄
す
」
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
「
寒
山
寺
」
、
「
虎

丘
」
、
「
古
都
南
京
」
、
謝
六
逸
訳
中
国
語
版
「
薔
都
南
京
」
、
「
莫
愁
湖
」
、
そ
れ
に
、
上

海
小
降
六
篇
（
「
血
忌
」
、
「
刃
物
」
、
「
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
」
、
「
雨
」
、
「
街
」
、
「
ド
ン
ペ
」
）

が
続
い
て
い
る
。
詩
群
の
冒
頭
に
あ
る
短
い
詩
「
黄
浦
江
に
寄
す
」
を
詩
集
『
鰹
沈
む
』

で
は
、
最
後
の
詩
篇
と
し
て
配
置
し
、
「
血
疾
」
と
い
う
詩
の
タ
イ
ト
ル
が
「
痕
」
と
書

き
換
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
共
著
詩
集
を
構
成
す
る
上
で
妻
森
三
千
代
の
浪
漫
的

な
詩
風
へ
の
配
慮
が
伺
え
る
。
森
三
千
代
の
詩
篇
を
含
め
る
な
ら
ば
、
「
詩
集
『
鰹
沈
む
』

の
大
半
を
支
配
す
る
ト
ー
ン
」
も
、
「
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
風
韻
や
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
審
美
的

な
感
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
ど
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
金
子
の
「
黄
浦

江
に
寄
す
（
他
6
篇
）
」
と
い
う
詩
群
の
具
体
的
な
詩
の
表
現
に
つ
い
て
は
従
来
未
検
討

で
あ
り
、
「
金
子
光
晴
の
上
海
へ
の
関
わ
り
方
」
は
、
必
ず
し
も
「
浪
漫
的
、
高
踏
的
な

も
の
」
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

　
一
九
五
一
年
創
元
社
版
の
『
金
子
光
晴
詩
集
』
を
編
集
す
る
際
、
森
三
千
代
の
九
篇

の
詩
を
除
い
た
上
に
、
詩
集
の
最
後
の
一
篇
と
し
て
「
渦
」
と
い
う
詩
を
、
金
子
の
意

思
に
よ
り
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
の
詩
に
は
細
部
に
渡
る
表
現
の
異
同
が
見
ら
れ

る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
編
集
さ
れ
た
昭
森
社
版
の
『
金
子
光
晴
全
集
』
で
は
、
創
元
社

版
の
『
金
子
光
晴
詩
集
』
に
所
収
の
『
鱗
沈
む
』
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
公

論
社
の
全
集
に
は
、
『
鰹
沈
む
』
の
拾
遺
集
と
し
て
、
「
腹
」
、
「
兵
隊
」
、
「
湖
心
亭
」
、
「
象

箸
」
、
「
天
笠
寺
」
、
「
石
像
」
、
「
岩
鼻
」
、
「
甕
　
　
三
江
一
」
、
「
上
水
に
て
」
な
ど
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
江
南
の
名
所
の
地
名
を
多
く
含
む
こ
れ
ら
の
詩
の
題
名
か
ら
窺
う
と
、
詩
集
は
確
か

に
金
子
夫
妻
の
「
南
支
旅
行
記
念
詩
集
」
ら
し
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に

詩
の
内
容
を
見
る
限
り
、
金
子
の
詩
に
は
前
期
と
は
異
な
る
変
化
が
起
こ
り
、
後
期
の

詩
作
に
現
れ
る
幾
つ
か
の
重
要
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旅
を
歌
っ
た
好

情
的
な
詩
と
い
う
こ
と
だ
け
で
片
付
け
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
一
九
二

〇
年
代
の
上
海
体
験
後
の
詩
作
を
契
機
と
す
る
金
子
の
詩
風
の
変
化
を
考
察
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
共
著
詩
集
『
鰹
沈
む
』
だ
け
で
は
な
く
、
現
行
の
全
集
に
収
録
し
て
い
る

作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
人
年
の
『
鰹
沈

む
』
周
辺
の
詩
作
を
見
る
必
要
性
が
あ
る
。

　
以
下
、
基
本
的
に
初
版
あ
る
い
は
初
出
の
形
態
に
基
づ
き
な
が
ら
、
『
鰻
沈
む
』
及
び

周
辺
の
詩
作
を
前
期
の
書
函
と
対
照
し
、
そ
の
表
現
の
変
化
を
検
討
し
て
い
く
。

二
、
「
膿
沈
む
」
に
見
ら
れ
る
〈
下
降
〉

鰹
沈
む
一
黄
浦
江
に
寄
す

白
昼
！

習
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
を
押
す
の
を
き
け
。
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水
平
線
上
に
乗
り
あ
が
る
壊
れ
た
船
欄
干
に
浮
浪
人
、
亡
命
者
た
ち
の
群
：
：
：
。

流
れ
木
、
穴
の
あ
い
た
一
口
の
帆
、
赤
く
錆
び
た
空
缶
、

の
は
う
つ
な
巨
船
体
が
、
川
づ
ら
に
出
没
す
る
の
み
。

お
』
、
恥
辱
な
ほ
ど
は
れ
が
ま
し
い
「
大
淀
水
売
」
の
太
陽
。

盲
目
の
中
心
に
は
大
鰹
が
深
く
深
く
沈
む
。

川
柳
の
塘
添
ひ
に
水
屍
、
白
い
鰻
が
ぶ
ら
垂
っ
て
る
。

錨
を
落
せ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ト
　

船
曳
苦
力
の
わ
い
く
い
ふ
礪
頭
の
悲
し
い
声
を
き
か
な
い
か
。

い
な
、
底
に
あ
る
は
闇
々
た
る
昏
睡
で
あ
る
か
。

　
…
…
排
水
孔
の
ご
み
に
、
鴎
ら
が
淋
し
く
鳴
い
て
群
る
。

大
歓
喜
か
。
又
は
大
悲
歎
で
あ
る
か
。

お
』
　
森
閑
た
る
白
日
、
水
の
雑
音
の
寂
箕
！

　
　
　
　
　
　
　
　
0

黄
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
に
氾
濫
す
る
の
を
き
け
。

二

頭
の
う
へ
の
夕
の
浪
に
、
や
ぶ
れ
た
帆
船
の
黒
い
幻
影
が
つ
ゴ
く
。

お
㌧
、
有
害
な
塵
を
あ
げ
る
上
海
は
波
底
は
る
か
に
沈
む
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
デ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ

浮
浪
人
達
は
、
こ
の
大
避
病
院
の
沢
山
な
寝
台
の
脚
、
花
園
橋
か
ら
、

で
轟
々
い
ふ
そ
の
橋
桟
か
ら

　
…
…
甘
瓜
の
皮
や
、
疾
の
大
汚
水
の
寄
る
の
を
み
下
し
て
る
。

黄
ろ
い
鳥
膚
を
し
た
娼
女
達
は
パ
ン
片
を
諮
付
く
。

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
ポ
ッ
オ

門
石
の
う
へ
を
、
黄
包
車
苦
力
の
銅
貨
が
、
賭
で
こ
ろ
が
る
。

・
：
・
：
上
潮
だ
！
　
悲
し
い
熱
情
で
踊
る
ジ
ャ
ン
ク
註
の
群
。

　
　
　
　
　
　
か
な
ざ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
ロ
　

阿
片
パ
イ
プ
の
金
皿
の
ヂ
ヂ
こ
げ
る
匂
が
四
馬
路
か
ら
臭
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
く
ひ

耳
ほ
ど
小
さ
な
陰
部
、
悉
く
蝕
だ
！

ガ
ン
ガ
ン
ボ
ン
ボ
ン
銅
鋸
や
、
金
切
音
が
法
租
界
睡
か
ら
き
こ
え
て
く
る
。

『
棄
泥
湯
團
』
の
湯
気
で
全
支
那
が
煙
る
。

あ
」
、
だ
が
重
い
一
輪
車
苦
力
の
エ
イ
、
エ
イ
、

巷
巷
の
そ
の
叫
は
い
つ
休
む
の
だ
ら
う
。

ボ
ツ
、
ホ
ツ
と
い
ふ
、

誕
生
か
ら
枢
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
叫
び
が
そ
こ
に
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
そ
れ
は
大
揚
子
江
に
帰
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

大
揚
子
江
は
そ
れ
ら
一
さ
い
の
生
の
う
へ
に
冥
々
と
氾
濫
し
て
、

苦
力
た
ち
の
足
環
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実
に
冥
々
と
し
て
終
始
が
な
い
。

：
：
：
塵
芥
の
渦
を
巻
く
う
つ
穴
を
ガ
バ
く
作
り
つ
つ

：
：
：
胎
水
の
や
う
に
噴
水
し
つ
つ
、

黄
い
水
、
つ
ら
い
水
、
争
ひ
の
水
、
忘
却
の
水
！

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
昂
揚
、
制
止
の
序
を
追
っ
て
い
る
。
建
築
的
均
衡
と
し
て
は
、
カ
テ
ド
ラ
ル

（
大
伽
藍
）
で
あ
り
、
第
二
の
塊
を
主
軸
と
し
、
前
後
に
翼
を
張
っ
て
い
る
。
第
二
の
塊
を
中

堂
と
し
て
、
前
後
に
七
堂
伽
藍
の
均
衡
と
み
て
も
い
い
。
こ
の
形
式
は
、
非
常
に
典
型
的
な
芸

術
形
式
で
あ
る
が
、
大
量
な
内
容
を
盛
っ
た
長
い
詩
の
場
合
、
高
低
抑
揚
は
普
通
の
の
べ
た
ら

の
叙
述
体
の
詩
は
表
現
し
え
な
い
と
お
も
っ
て
、
ま
ず
こ
の
原
型
を
作
っ
て
創
作
し
て
み
た
。

〈「

告
l
の
皮
膚
と
心
」
第
十
五
巻
　
八
十
頁
）

上
海
、
上
海
、
上
海
、
上
海
！

こ
の
地
獄
門
を
救
へ
！
　
と
正
義
は
云
ふ
。

し
か
し
、
大
揚
子
江
は
た
ゴ
冥
々
と
し
て
聾
の
や
う
だ
。

頭
の
う
へ
の
夕
浪
に
、
黒
い
帆
は
帆
を
産
ん
で
、
幻
の
や
う
に
な
ら
ぶ
。

　
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
ポ
エ
ム
「
蟻
沈
む
」
は
全
二
章
四
十
一
行
か
ら
な
る
中
篇
で
あ
り
、

右
に
引
用
し
た
と
お
り
、
「
一
」
と
い
う
章
題
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
単
に
数

字
を
省
略
し
た
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

金
子
に
は
、
他
に
も
こ
の
よ
う
な
方
法
を
使
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
讐
。
従
っ
て
、
こ

の
よ
う
に
詩
を
二
章
に
分
け
て
、
し
か
も
第
一
章
の
表
記
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う

や
り
方
は
一
つ
の
詩
法
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。
そ
の
方
法
の
意
味
や
詩
全
体

に
持
た
せ
た
効
果
を
解
明
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
特
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
。

　
こ
の
詩
は
二
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
形
体
と
し
て
は
、
三
つ
の
塊
の
均
衡
か
ら
な
っ
て
い

て
、
（
中
略
）
こ
の
詩
は
、
三
つ
の
抑
揚
の
ち
が
っ
た
対
句
が
骨
子
と
な
り
、
そ
れ
に
肉
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
音
楽
的
劇
的
効
果
と
し
て
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
タ
イ
ピ
カ
ル
（
典
型
的
）
な
、

　
こ
れ
は
、
自
作
の
「
風
景
」
と
い
う
詩
の
技
法
に
つ
い
て
自
ら
分
析
し
た
文
で
あ
る
。

詩
人
は
二
章
か
ら
成
る
「
風
景
」
と
い
う
作
品
を
三
つ
の
「
塊
」
と
見
、
カ
テ
ド
ラ
ル

と
い
う
建
築
用
語
、
あ
る
い
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
楽
団
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
、

詩
の
世
界
を
形
成
さ
せ
る
意
図
を
説
明
し
て
い
る
。
「
ま
た
形
式
の
破
壊
と
い
う
こ
と
は
、

形
式
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
ど
ん
な
破
壊
の
な
か
に
も
、
や
は

り
、
お
な
じ
シ
ン
メ
ト
リ
ー
（
均
衡
）
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
二
行
の
詩

に
も
カ
テ
ド
ラ
ル
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
〔
一
八
二
ニ
ー
六
七
〕
や
、

マ
ラ
ル
メ
2
八
四
二
一
八
九
〕
の
詩
に
も
、
そ
の
詩
を
支
え
て
い
る
重
心
は
、
か
な

り
正
確
な
三
角
形
的
重
心
を
な
し
て
い
る
。
長
い
詩
の
困
難
は
、
い
か
に
た
く
さ
ん
な

三
角
形
を
、
大
き
な
三
角
形
に
よ
っ
て
支
え
て
ゆ
く
か
と
い
う
技
法
の
む
ず
か
し
さ
で

あ
る
」
（
「
詩
人
の
皮
膚
と
心
」
第
十
五
巻
　
八
十
頁
）
。
詩
人
は
自
ら
詩
の
中
に
こ
の
よ

う
な
「
三
角
形
」
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
の
中
で
立
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
取

ろ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
れ
で
は
、
「
継
沈
む
」
の
中
に
い
か
な
る
「
三
角
形
」
の
構
造
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
詩
の
冒
頭
か
ら
第
二
章
に
入
る
部
分
（
要
す
る
に
、
第
一
章
に
相
当
す

る
部
分
）
は
、
「
白
昼
！
／
愛
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
を
押
す
の
を
き
け
。
」
と
「
黄
い

揚
子
江
の
濁
流
の
天
に
氾
濫
す
る
の
を
き
け
。
」
と
い
う
対
句
の
よ
う
な
詩
句
で
く
く
ら

れ
て
い
る
、
こ
の
部
分
は
船
が
ゆ
っ
く
り
と
「
馬
頭
」
に
近
づ
い
て
い
く
と
こ
ろ
、
ま
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さ
に
「
細
浦
江
に
寄
」
せ
て
い
く
と
こ
ろ
の
描
写
で
あ
ろ
う
。
岸
や
陸
地
に
い
る
苦
力

た
ち
ま
で
に
は
ま
だ
距
離
が
あ
り
、
そ
の
た
め
そ
の
具
体
的
な
視
覚
描
写
は
行
わ
れ
ず
、

た
だ
「
悲
し
い
声
」
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る
。
続
く
第
二
章
か
ら
は
、
上
陸
後
の
描
写

だ
と
見
て
よ
い
。
街
も
「
有
害
な
塵
を
あ
げ
る
」
姿
を
現
し
、
実
際
に
埠
頭
や
路
地
に

う
ろ
つ
い
て
い
る
生
身
の
人
間
も
続
々
登
場
し
て
く
る
。
第
二
章
の
「
頭
の
う
へ
の
夕

の
浪
に
、
や
ぶ
れ
た
帆
船
の
黒
い
幻
影
が
つ
づ
く
」
か
ら
「
誕
生
か
ら
枢
ま
で
の
あ
ら

ゆ
る
叫
び
が
そ
こ
に
あ
る
。
／
そ
し
て
、
す
べ
て
そ
れ
は
大
揚
子
江
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
」

ま
で
の
部
分
は
各
連
二
行
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
「
塵
を
あ
げ
る
上
海
」
の
写
実
的
な
描

写
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
第
二
の
塊
と
し
、
第
一
章
を
肉
付
け
る
部
分
と
見
て
い

い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
大
揚
子
江
は
そ
れ
ら
一
さ
い
の
生
の
う
へ
に
冥
々
と
氾
濫
と
し
、

／
実
に
冥
々
と
し
て
終
始
が
な
い
。
」
か
ら
最
後
ま
で
は
、
視
線
が
陸
地
か
ら
再
び
黄
浦

江
、
さ
ら
に
海
に
向
い
て
い
る
。
こ
れ
は
第
三
の
塊
と
な
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
な
る
と
、
第
一
章
は
単
な
る
詩
の
序
幕
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
数
字
「
一
」

を
省
略
す
る
こ
と
で
そ
の
部
分
は
構
成
か
ら
自
由
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
独
立
し
て

一
つ
の
詩
篇
に
な
り
え
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
は
詩
全
体
の
基
調
を
な
す
第
一
章
を
う

け
て
、
さ
ら
に
具
体
化
し
上
海
の
地
上
を
描
く
。
こ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
詩
は
章
を

追
っ
て
展
開
す
る
平
面
的
な
構
成
か
ら
開
放
さ
れ
、
ま
さ
に
金
子
の
い
う
「
カ
テ
ド
ラ

ル
」
の
よ
う
な
立
体
感
の
あ
る
構
造
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
き
た
詩
の
構
成
を
裏
付
け
る
の
は
詩
集
『
鰹
沈
む
』
の
出
版
前
、

一
九
二
六
年
九
月
「
詩
神
」
に
発
表
し
た
一
篇
の
短
篇
詩
で
あ
る
。
「
黄
浦
江
に
寄
す
」

と
い
う
題
名
で
六
篇
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
が
、
冒
頭
に
配
置
し
て
い
る
「
黄
浦
江
に

寄
す
」
と
い
う
短
篇
詩
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
句
点
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
そ
の

ま
ま
「
鰹
沈
む
1
黄
野
江
に
寄
す
」
の
第
一
章
相
当
部
分
に
一
致
す
る
。
詩
集
『
犠

沈
む
』
（
一
九
二
七
年
）
が
、
創
元
社
の
『
金
子
光
晴
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、
「
鰹

沈
む
－
黄
紙
江
に
寄
す
」
に
は
細
部
の
表
現
上
の
変
動
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
基

本
的
な
詩
想
は
同
一
で
あ
り
、
短
篇
詩
「
黄
浦
江
に
寄
す
」
は
後
の
「
鰹
沈
む
i
黄

浦
江
に
寄
す
」
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
を
内
在
さ
せ
た
詩
で
あ
り
、
そ
の
表
現
形
式
の
基

準
と
な
っ
た
詩
で
あ
る
と
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
詩
風
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
の
時

期
の
詩
篇
に
つ
い
て
そ
の
形
を
模
索
し
た
段
階
を
示
唆
す
る
詩
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

　
詩
は
「
白
昼
！
」
と
い
う
簡
潔
な
言
葉
で
力
強
く
幕
を
あ
け
、
緊
迫
感
を
投
げ
か
け

る
。
続
く
「
慕
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
を
押
す
の
を
き
け
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
は
、

「
黄
い
」
色
の
「
濁
流
」
は
鈍
い
色
彩
的
な
感
覚
だ
け
で
は
な
く
、
不
透
明
な
水
の
重

さ
を
感
．
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
「
の
」
と
い
う
音
の
た
た
み
か
け
が
そ
の
重
さ
の
印
象
を
強

め
て
い
る
。
こ
の
行
は
第
十
四
行
の
「
救
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
に
氾
濫
す
る
の
を
き

け
」
と
呼
応
し
て
お
り
、
詩
全
体
に
「
濁
流
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
す
る
。
更
に
、

前
者
の
「
押
す
」
と
後
者
の
「
氾
濫
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
読
者
に
動
的
な
印
象

を
与
え
、
不
安
定
な
基
調
を
生
み
出
し
て
い
る
。
続
い
て
第
二
連
は
、
揚
子
江
の
水
面

上
の
情
景
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
「
浮
浪
人
」
や
「
亡
命
者
」
た
ち
蓉
が
乗
っ

て
い
る
船
は
層
々
船
で
あ
り
、
ま
た
「
壊
れ
た
」
、
「
流
れ
木
」
、
「
穴
の
あ
い
た
」
、
「
錆

び
た
」
と
い
う
ふ
う
に
、
も
の
が
本
来
の
望
ま
し
い
状
態
か
ら
は
ず
れ
て
、
崩
れ
て
、

壊
れ
た
状
態
に
変
容
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
わ
ば
受
動
を
表
す
表
現
が
、
〈
流

落
〉
な
様
相
を
．
増
し
て
い
る
。

　
第
二
連
の
最
後
の
一
句
は
「
恥
辱
な
ほ
ど
は
れ
が
ま
し
い
「
大
洪
水
後
」
の
太
陽
」

で
あ
る
。
金
子
と
前
後
し
て
揚
子
江
を
目
に
し
た
村
松
梢
風
は
、
当
時
の
様
子
を
次
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　
黄
色
い
泥
濁
み
の
水
が
眼
の
届
く
限
り
続
い
て
い
る
。
空
は
朝
か
ら
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
て
、
眩

し
い
く
ら
い
な
太
陽
が
其
の
濁
水
の
上
を
キ
ラ
キ
ラ
照
り
付
け
て
い
る
。
水
平
線
は
く
っ
き
り

と
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
向
こ
う
に
は
青
い
空
が
あ
る
ば
か
り
で
何
物
の
影
も
な
い
。
（
中
略
）

ノ
ア
の
洪
水
を
眼
の
辺
り
に
見
た
ら
悪
う
だ
ろ
う
か
と
云
う
気
持
が
し
た
。
つ
ま
り
、
世
界
が
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洪
水
に
浸
っ
て
い
る
と
思
え
ば
間
違
い
は
な
い
葦
。

　
実
写
を
目
的
と
す
る
梢
風
の
描
写
は
、
海
に
流
れ
る
実
際
の
揚
子
江
の
漫
々
た
る
様

相
を
語
っ
て
、
金
子
の
描
き
方
と
も
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
は
て
し
の
な
い

河
は
あ
た
か
も
「
洪
水
」
の
よ
う
に
両
者
の
目
に
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
大

洪
水
後
」
の
世
界
を
照
ら
す
太
陽
は
、
神
が
悪
に
染
め
ら
れ
た
人
間
を
浄
化
す
る
た
め

に
起
こ
し
た
洪
水
の
引
い
た
あ
と
、
人
間
の
も
ろ
も
ろ
の
活
動
が
再
開
し
、
堕
落
と
惰

性
に
よ
っ
て
再
び
大
洪
水
の
前
の
世
界
に
た
ち
か
え
る
こ
と
の
象
徴
と
も
読
め
る
。
「
壊

れ
た
船
欄
干
」
、
「
流
れ
木
」
、
「
穴
の
あ
い
た
莫
産
の
帆
」
、
「
錆
び
た
空
缶
」
、
「
の
は
う

つ
な
巨
船
体
」
、
こ
れ
ら
即
物
的
な
描
写
は
す
べ
て
、
神
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
人
間
の
生
々
し
い
営
み
の
残
津
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
ら
物
体
の
形
態
の
描
写
に
対
し
て
、
第
五
連
と
第
六
連
で
は
音
の
描
写
が
行
わ

れ
て
い
る
。
馬
頭
の
苦
力
の
「
悲
し
い
」
掛
け
声
、
排
水
孔
に
ご
み
が
寄
る
音
、
群
れ

る
鴎
ら
の
鳴
き
声
、
こ
れ
ら
の
音
は
「
大
歓
喜
」
で
あ
る
か
、
又
は
「
大
悲
歎
」
で
あ

る
か
と
読
者
を
惑
わ
し
、
そ
れ
ら
の
音
の
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
あ
れ
こ
れ
と
想
像
さ

せ
る
。
し
か
し
、
次
の
瞬
間
に
は
「
森
閑
た
る
白
日
」
の
静
寂
た
る
風
景
が
現
出
し
、

「
水
の
雑
音
の
寂
翼
」
に
よ
っ
て
、
あ
た
り
の
静
け
さ
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
に
対

立
す
る
表
現
を
並
置
す
る
オ
ク
シ
モ
ロ
ン
（
撞
着
語
法
）
的
手
法
が
生
み
出
す
詩
的
効

果
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
三
連
と
第
四
軒
置
は
そ
れ
ぞ
れ
一
行
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
大
鰹
」

と
い
う
表
現
が
現
れ
る
。
長
詩
『
鮫
』
で
知
ら
れ
て
い
る
「
鮫
」
は
金
子
の
詩
作
品
に

頻
出
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
る
。
鰻
と
鮫
は
同
一
物
で
あ
る
が
、
罐
と
い

う
呼
び
方
は
主
に
関
西
で
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
金
子
が
こ
こ
で
「
さ
め
」

で
は
な
く
「
ふ
か
」
を
使
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
直
後
の
「
深
く
深
く
（
ふ
か
く
ふ
か
く
）
」

と
い
う
言
葉
と
の
韻
律
的
な
効
果
を
ね
ら
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に

同
音
を
反
復
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
音
の
持
つ
意
味
内
容
を
強
調
し
、
「
ふ
か
く
」

下
降
す
る
そ
の
度
合
い
を
強
く
打
ち
出
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
二
行
は
そ
れ
ぞ
れ

一
文
字
下
げ
で
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
手
法
も
金
子
の
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
配
置
法
で
あ

る
が
、
一
息
付
く
よ
う
な
空
間
的
・
時
間
的
な
間
隙
を
生
み
出
す
効
果
が
あ
る
。

　
日
本
の
近
代
詩
に
お
い
て
、
「
さ
め
」
、
「
ふ
か
」
は
、
詩
の
表
現
と
し
て
多
用
さ
れ
る

モ
チ
ー
フ
で
は
な
い
。
『
海
潮
音
』
中
の
ル
コ
ン
ト
・
ド
・
リ
イ
ル
（
ピ
。
8
暮
Φ
匙
。
ζ
巴
①
）

の
詩
「
大
飢
餓
」
に
出
て
く
る
訳
語
「
鰹
ざ
め
」
・
慈
は
、
日
本
の
近
代
詩
（
訳
詩
を
含

む
）
に
現
れ
た
「
さ
め
」
の
割
合
早
い
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
古
典
に
は
、
「
さ

め
」
や
「
ふ
か
」
は
様
々
な
神
話
や
伝
説
に
登
場
し
益
は
、
西
洋
が
「
人
食
い
ザ
メ
」
と

い
っ
た
恐
怖
の
対
象
蔓
と
し
て
捉
え
る
の
に
た
い
し
て
、
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
古
代
の

日
本
人
に
と
っ
て
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
人
々
よ
り
も
そ
の
存
在
は
ず
っ
と
身

近
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
恐
怖
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
日
本
の
古
典
や
伝
説
の
中
に

は
、
人
助
け
サ
メ
や
神
の
お
使
い
で
あ
る
サ
メ
な
ど
の
話
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近

代
以
降
の
日
本
で
は
、
サ
メ
は
「
人
食
い
鮫
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
「
大
飢
餓
」

の
中
の
「
鰹
ざ
め
」
と
同
様
、
儲
君
な
海
の
支
配
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
さ
れ
、

不
安
や
恐
怖
、
あ
る
い
は
怪
異
で
非
日
常
的
な
も
の
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
こ
の
詩
で
は
「
貫
属
」
は
一
度
用
い
ら
れ
る
が
、
何
を
象
徴
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
次
の
「
古
都
南
京
」
の
一
節
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
重
々
し
い
揚
子
江
、
沈
欝
で
、
鰹
魚
の
や
う
に
鈍
い
揚
子
江
が
、
屍
の
や
う
に
腹
を
か
へ
し

て
横
は
つ
て
い
る
。
早
朝
か
ら
し
て
、
す
で
に
痛
々
し
い
感
を
人
に
興
へ
る
ほ
ど
揚
子
江
そ
の

も
の
は
、
鮮
明
な
感
情
を
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
白
痴
の
や
う
な
に
ぶ
さ
と
、
く
ら
さ
と
、

同
時
に
巨
大
さ
を
感
ぜ
し
め
ら
れ
る
一
つ
の
流
域
で
あ
る
。
（
第
七
巻
　
三
十
九
頁
）

こ
こ
で
は
「
鰹
魚
」
は
「
揚
子
江
」
の
直
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
重
々
し
い
」
、
「
沈
欝
」
、
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「
鈍
い
」
、
「
屍
」
、
「
白
痴
」
、
「
巨
大
」
と
い
っ
た
表
現
と
並
列
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
を
生

む
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
第
二
章
に
は
「
お
玉
、
有
害
な
塵
を
あ
げ
る
上
海
は

波
底
は
る
か
に
沈
む
！
」
と
い
う
一
行
が
あ
る
。
こ
の
一
行
は
第
一
章
の
「
盲
目
の
中

心
に
は
大
身
が
深
く
深
く
沈
む
。
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
旗
魚
で
比
喩
さ
れ
て
い
る
揚
子

江
と
同
じ
よ
う
に
、
「
上
海
」
も
ま
た
ふ
か
く
ふ
か
く
「
波
底
は
る
か
」
に
「
沈
む
」
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
揚
子
江
は
中
国
最
長
の
川
で
あ
る
長
江
の
下
流
、

特
に
江
蘇
州
域
内
に
入
っ
た
部
分
を
指
す
。
そ
し
て
、
塩
鱒
江
は
上
海
西
端
の
野
山
湖

か
ら
流
れ
出
て
、
呉
瀬
で
長
江
（
揚
子
江
）
と
合
流
す
る
川
で
あ
る
。
揚
子
江
は
上
海

を
流
れ
て
、
最
後
の
支
流
芝
浦
江
を
受
け
入
れ
た
あ
と
海
に
流
れ
込
む
。
「
黄
い
揚
子
江

の
濁
流
」
が
「
天
」
を
「
押
し
」
て
、
「
氾
濫
」
し
て
い
る
。
こ
の
暴
れ
て
い
る
「
揚
子

江
」
は
特
に
上
海
の
流
域
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
換
喩
的
な
関
係
を
具

え
て
い
る
「
揚
子
江
」
と
「
上
海
」
は
重
々
し
く
沈
欝
な
「
沈
む
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
結
ば
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
た
「
大
儀
」
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
沈
む
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

第
一
章
の
「
盲
目
の
中
心
に
は
大
罐
が
深
く
深
く
沈
む
」
に
続
き
、
第
二
章
に
は
「
有

害
な
塵
を
あ
げ
る
上
海
は
下
底
は
る
か
に
沈
む
」
と
あ
る
。
「
深
く
深
く
沈
む
」
あ
る
い

は
「
波
底
は
る
か
に
沈
む
」
と
い
う
表
現
を
読
め
ば
、
読
者
は
徐
々
に
加
わ
る
重
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
オ
ナ
ス
ム

感
じ
る
こ
と
に
な
る
。
水
の
中
に
沈
む
そ
の
重
さ
が
三
重
の
贅
語
法
眞
に
よ
っ
て
強
調

さ
れ
る
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
「
沈
む
」
と
い
う
動
詞
は
こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
詩
全
体

に
〈
下
降
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
す
る
。

　
こ
の
〈
下
降
〉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
並
べ
ら
れ
る
の
は
、
「
大
鰹
が
深
く
深
く
沈
む
」
、

あ
る
い
は
「
玉
泉
池
の
水
は
茶
の
や
う
に
重
く
、
五
色
の
鯉
魚
が
し
つ
む
」
（
「
魚
楽
園
」
）

の
よ
う
な
〈
底
〉
を
指
向
す
る
運
動
の
動
詞
に
限
ら
な
い
。
詩
篇
「
渦
」
で
は
、
「
苦
力

ど
も
の
は
な
や
唾
、
疾
で
よ
ご
れ
て
い
る
と
こ
ろ
／
苦
力
ど
も
の
粥
の
ゆ
げ
で
船
が
き

え
て
ゆ
く
と
こ
る
。
」
あ
る
い
は
「
錆
び
た
鉄
條
網
、
そ
の
な
か
に
わ
ん
わ
ん
な
く
蚊
。
」

の
よ
う
な
排
出
物
、
廃
棄
物
、
無
用
の
も
の
が
「
負
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
。
そ

れ
に
続
き
、
詩
篇
「
上
海
を
俺
の
棺
材
に
…
…
」
中
で
は
、
「
棺
の
よ
う
な
夜
が
俺
の
ま

は
り
に
上
海
を
落
と
し
込
み
な
が
ら
暮
れ
る
」
と
「
夜
」
が
く
下
降
〉
を
演
じ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
不
用
な
も
の
は
す
で
に
「
棺
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
「
死
」

を
帯
び
て
い
る
。
ま
た
「
だ
が
、
い
く
ら
か
ん
が
え
て
み
て
も
駄
目
だ
。
や
つ
ら
の
頭

盧
に
は
、
む
な
し
い
ひ
び
き
を
た
て
て
ひ
と
す
ぢ
、
濁
水
が
そ
㌧
ぎ
こ
む
。
」
と
い
う
よ

う
に
、
詩
篇
「
泡
」
で
は
、
海
に
漂
う
不
気
味
な
死
骸
の
中
に
濁
水
が
音
を
立
て
な
が

ら
浸
入
す
る
と
い
う
描
写
に
よ
っ
て
、
「
死
」
が
下
方
に
沈
ん
で
ゆ
く
印
象
が
生
み
出
さ

れ
る
。
ほ
か
に
も
、
「
蝋
色
で
石
鹸
の
や
う
に
磨
滅
し
て
ゆ
く
死
骸
」
（
「
鮫
」
）
の
中
で

は
、
一
滴
の
血
も
残
っ
て
い
な
い
死
骸
が
、
「
葬
式
礼
」
を
待
つ
に
も
及
ば
ず
海
に
晒
さ

れ
、
す
り
へ
っ
て
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
「
真
珠
湾
」
の
中
で
は
、
「
平
安
の
海
は
均
衡

を
失
っ
て
な
だ
れ
、
／
舟
足
は
た
ゆ
た
ひ
、
ゆ
く
先
が
絶
望
な
し
て
き
っ
て
落
さ
れ
、

／
舟
も
ろ
と
も
に
い
ま
に
も
落
込
む
か
と
こ
㌧
ろ
は
怖
れ
ま
ど
う
た
。
」
と
い
う
よ
う
に

バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
舟
が
死
に
つ
な
が
る
「
沈
む
」
予
感
を
呼
び
起
こ
し
、
恐
怖
を
も

た
ら
す
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
暮
れ
る
時
間
、
消
え
て
い
く
も
の
、
無
用
な
る
も
の
、

腐
っ
て
い
く
も
の
、
淀
ん
だ
り
停
滞
し
た
り
す
る
も
の
な
ど
と
い
っ
た
表
現
も
〈
下
降
〉

の
領
域
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
詩
の
第
二
の
塊
は
「
…
…
上
潮
だ
！
　
悲
し
い
熱
情
で
踊
る
ジ
ャ
ン
ク
の
群
」
の
一

行
を
除
け
ば
、
二
行
か
ら
な
る
七
連
の
構
成
で
、
第
一
の
塊
を
内
容
的
に
補
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
〈
下
降
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
切
り
開
い
た
世
界
の
更
な
る
具
象
的
描
写
が

行
わ
れ
る
。

　
「
浮
浪
人
」
、
「
苦
力
」
、
「
娼
女
」
、
「
黄
包
車
苦
力
」
、
阿
片
客
、
職
人
な
ど
は
す
べ
て
、

塵
を
巻
き
上
げ
る
街
の
〈
底
辺
〉
を
う
ろ
つ
く
名
も
な
き
人
々
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
見

る
」
、
「
趨
付
く
」
、
「
こ
ろ
が
る
」
、
「
臭
ふ
」
、
「
煙
る
」
、
「
蝕
む
」
と
い
う
動
詞
の
終
止

形
で
行
末
を
し
め
く
く
る
こ
と
で
、
詩
全
体
に
リ
ズ
ム
を
出
し
、
緊
迫
感
を
増
し
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
な
文
体
の
緊
張
感
と
は
う
ら
は
ら
に
、
描
か
れ
る
人
々
は
精
神
的
に
〈
下

降
〉
の
一
途
を
た
ど
る
。
そ
れ
ら
は
、
「
パ
ン
片
を
噛
付
く
」
娼
婦
た
ち
で
あ
り
、
賭
け

に
熱
中
す
る
苦
力
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
〈
昇
行
ず
る
力
〉
を
奪
わ
れ
た
う
ら
ぶ
れ

た
人
間
た
ち
の
存
在
の
有
様
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
初
期
詩
篇
、
特
に
『
こ
が
ね
贔
』
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
「
雲
よ
。
／
栄
光
あ
る

蒼
空
の
騎
乗
よ
」
（
「
雲
」
）
の
よ
う
な
高
み
へ
の
志
向
は
、
詩
人
が
「
鰹
沈
む
」
あ
た
り

の
詩
か
ら
好
ん
で
用
い
て
い
る
重
量
感
を
表
わ
す
言
葉
の
出
現
に
よ
っ
て
、
次
第
に
衰

え
を
見
せ
始
め
る
。
そ
の
重
量
感
と
は
、
つ
ま
り
こ
の
「
鰻
沈
む
」
の
主
人
公
で
あ
る

「
揚
子
江
」
の
「
濁
流
」
の
重
み
で
あ
り
、
そ
の
重
み
に
よ
っ
て
、
人
々
や
も
の
の
上

昇
運
動
は
阻
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
揚
子
江
の
「
濁
流
」
や
上
海
の
「
棺
」
と
い
う
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
は
上
昇
す
る
「
雲
」
や
「
太
陽
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
か
ら
押
し
や
り
、
下

か
ら
引
っ
張
り
、
「
底
」
の
世
界
を
切
り
開
く
。

　
こ
の
時
期
に
集
中
的
に
出
現
し
始
め
る
「
沈
む
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ず
れ
も
深
い

底
な
き
底
へ
の
埋
没
を
表
す
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
下
降
〉
に

よ
っ
て
、
詩
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
〈
光
〉
が
つ
い
に
鈍
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

三
、
〈
鈍
い
光
〉
へ
の
変
容

　
『
鰹
沈
む
』
及
び
そ
の
時
期
の
詩
作
品
の
内
容
を
一
瞥
し
て
気
づ
く
の
は
、
金
子
の

そ
れ
ま
で
の
作
品
空
間
の
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
「
光
」
や
「
色
彩
」
の
表
現
が
そ

れ
ほ
ど
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彩
り
の
「
色
彩
」
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
は
、
〈
光
〉
が
消
え
て
ゆ
く
こ
と
で
も
あ
る
。

　
『
嬢
沈
む
』
の
前
に
、
金
子
は
『
赤
土
の
家
』
（
一
九
｝
九
年
）
、
『
こ
が
ね
贔
』
（
一

九
二
三
年
）
、
『
水
の
流
浪
』
（
一
九
二
六
年
）
の
三
つ
の
詩
集
を
出
版
し
て
い
る
。

　
太
陽
…
…
／
太
陽
は
僕
ら
の
こ
こ
ろ
の
反
射
鏡
だ
。
　
／
そ
れ
は
僕
ら
を
て
ら
す
や
う
に
、

／
わ
け
へ
だ
て
な
く
、
人
々
を
て
ら
す
。
　
／
ど
ん
な
こ
こ
ろ
を
も
あ
た
た
め
る
。
　
／
そ
れ

は
又
、
／
草
や
木
を
て
ら
す
。
　
／
そ
れ
か
ら
小
さ
な
蟻
の
や
う
な
も
の
や
、
／
水
た
ま
り
に

う
よ
う
よ
し
て
い
る
、
／
羽
む
し
ゃ
、
／
目
高
の
や
う
な
も
の
を
た
の
し
ま
せ
る
。
　
／
太
陽
。

／
太
陽
は
皆
健
康
に
す
る
。
　
／
み
み
ず
や
、
も
ぐ
ら
も
ち
だ
け
が
、
太
陽
を
避
け
る
。
　
／

し
か
し
、
／
太
陽
の
光
は
地
の
底
ま
で
し
み
る
。
／
そ
こ
で
、
彼
ら
を
も
あ
た
た
め
て
く
れ
る
。

　
『
赤
土
の
家
』
に
収
め
ら
れ
る
「
太
陽
」
と
い
う
詩
で
あ
る
。
万
物
を
あ
た
た
め
、

命
を
育
む
太
陽
光
線
の
慈
し
み
を
歌
っ
た
詩
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
詩
の
眼
目
は
第
二

連
に
あ
り
、
人
間
が
平
等
に
恵
み
を
分
け
持
つ
理
想
的
な
社
会
へ
の
渇
望
を
唄
っ
て
い

る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
に
対
し
て
分
け
隔
て
な
く
恩
恵
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
の
到
来
を
待
ち
望
む
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
実
は
冒
頭
の
太
陽
U
「
僕

ら
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
等
な
理
想
的
な
社
会
を
作
る
も
作
ら
ぬ
も
ひ
と

え
に
「
僕
ら
の
こ
こ
ろ
」
次
第
ら
し
い
と
い
う
一
途
．
で
純
粋
な
世
界
観
が
、
こ
の
頃
の

金
子
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
詩
に
代
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

詩
集
『
赤
土
の
家
』
で
は
波
や
海
や
太
陽
な
ど
、
大
自
然
と
語
り
手
の
何
の
違
和
感
も

な
い
交
歓
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
大
空
は
、
海
か
ら
の
深
い
青
空
で
あ
る
。
／
あ

そ
こ
か
ら
晴
空
！
／
い
く
日
も
、
ま
た
い
く
日
も
、
か
ぎ
り
な
く
つ
づ
い
た
晴
空
で
あ

る
」
（
「
小
品
」
）
の
よ
う
に
、
詩
の
中
で
は
事
物
の
実
在
感
が
希
薄
で
あ
る
。
観
念
的
な

「
太
陽
」
は
眩
し
く
輝
き
、
そ
の
「
光
」
は
万
物
を
照
ら
し
て
い
る
。

　
当
時
、
金
子
は
民
主
主
義
に
傾
倒
し
て
い
た
富
田
砕
花
と
知
り
合
い
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
詩
人
た
ち
と
も
交
友
し
て
い
た
。
澤
正
宏
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
赤
土
の

家
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
詩
は
、
「
当
時
興
隆
期
に
あ
っ
た
民
衆
詩
派
（
こ
の

エ
コ
ー
ル
の
名
称
は
雑
誌
『
民
衆
』
〈
大
7
・
1
、
創
刊
〉
に
因
る
）
の
詩
人
た
ち
が
定

め
た
表
現
の
方
向
性
を
、
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
書
」
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金
子
自
身
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も
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
洗
礼
」
を
受
け
た
と
幾
度
も
告
白
し
て
い
る
。
富
田
砕
花

の
詩
に
は
、
「
元
始
の
時
よ
り
太
陽
は
／
太
陽
な
る
が
ゆ
え
に
た
だ
光
と
熱
と
を
地
球
に

興
へ
て
」
（
「
満
た
さ
れ
ざ
る
心
」
藍
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
『
赤
土
の
家
』
に
あ
る

「
あ
た
た
か
く
」
て
、
「
明
る
い
」
「
光
」
は
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
詩
派
の
「
常
套
詩
語
」

と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
受
け
止
め
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
処
女
詩
集
を
出
版
し
た
直
後
、
金
子
は
第
一
回
目
の
洋
行
に
出
か
け
、
一
年
滞
在
し

て
一
九
二
一
年
帰
国
、
そ
の
二
年
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
書
き
綴
っ
た
詩
篇
を
『
こ
が
ね

轟
』
と
し
て
出
版
す
る
。
そ
の
自
序
は
次
の
よ
う
な
一
文
か
ら
始
ま
る
。

　
　
　
た
へ

『
時
』
の
勝
難
い
離
愁
は
、
宝
石
函
の
サ
フ
イ
ー
ル
や
、
ア
メ
ジ
ス
ト
の
夢
を
多
面
に
す
る
。

「
サ
フ
ィ
ー
ル
」
で
も
「
ア
メ
ジ
ス
ト
」
で
も
、
そ
の
字
づ
ら
だ
け
で
カ
ッ
ト
面
か
ら

反
射
し
て
く
る
鋭
く
眩
し
い
「
光
」
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
あ
あ
　
三
月
が
近
づ
い
た
。

／
緑
樹
の
季
節
が
近
づ
い
た
。

／
金
運
の
曙
の
空
は
、

：一

事

v

／

紅
色

の

樹
林
は
夢
見

つ
つ
唄

廃

　
時
は
嘆
く
。
　
／
三
園
に
黄
金
の
花
燭
台
が
並
ぶ
頃
、
／
六
月
の
梢
、
梢
が
、
白
孔
雀
の
如
く

物
憂
げ
に
眠
る
頃
、
　
／
地
上
に
華
紡
の
如
く
牡
丹
花
が
解
散
す
る
頃
、
／
黄
蜂
の
捻
が
、
其
周

に
光
輪
を
書
く
頃
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
時
は
嘆
く
」
）

　
私
は
、
太
陽
の
黄
金
と
、
其
縞
で
あ
る
。
　
／
若
楓
や
、
小
藁
の
林
に
、
／
金
亀
子
の
翅
、
墾

嘱
す
る
小
雨
に
、
／
私
は
、
世
界
を
躍
り
歩
く
株
儒
で
あ
る
。
　
／
私
は
水
底
の
銀
の
陽
炎
の
唄

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
誘
惑
」
）

　
「
金
晴
」
、
「
紅
色
の
樹
林
」
、
「
黄
金
の
花
燭
台
」
、
「
黄
蜂
」
の
「
光
輪
」
、
「
太
陽
の

黄
金
」
と
「
露
営
」
、
「
金
亀
子
の
翅
」
、
「
銀
の
陽
炎
」
は
い
ず
れ
も
「
光
」
の
表
象
で

あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
眩
し
い
光
の
躍
動
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
特
に
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
て
い
る
「
金
」
、
「
銀
」
と
い
う
言
葉
は
非
現
実
な
夢
の
世
界
を
呼
び
起
こ
す
。

詩
句
は
こ
の
よ
う
に
非
日
常
的
な
華
や
か
な
比
喩
と
形
象
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
現
実
的

感
覚
と
い
う
よ
り
も
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
夢
の
世
界
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
詩
人
は
、
『
こ
が
ね
贔
』
を
「
パ
ル
ナ
シ
ア
ン
巡
歴
の
痕
跡
」
（
第
六
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

一
四
六
頁
）
と
自
ら
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
北
原
白
秋
の
「
あ
か
し
や
の
金
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
こ
ひ
　
　
う
す
ぎ

赤
と
が
ち
る
そ
え
な
。
／
か
は
た
れ
の
秋
の
光
に
ち
る
そ
え
な
。
／
片
恋
の
薄
着
の
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
ふ
ね

る
の
わ
が
う
れ
ひ
／
「
曳
船
」
の
水
の
ほ
と
り
を
ゆ
く
こ
と
を
。
／
や
は
ら
か
な
君
が

と
い
き

吐
息
の
ち
る
そ
え
な
。
／
あ
か
し
や
の
金
と
赤
と
が
ち
る
そ
え
な
。
」
（
「
片
恋
」
）
の
よ

う
に
、
耽
美
の
こ
こ
ろ
を
う
た
う
と
い
う
よ
り
も
、
耽
美
性
と
い
う
抽
象
を
強
く
打
ち

出
し
、
漢
字
表
現
を
ち
り
ば
め
た
文
語
調
で
、
視
覚
的
に
そ
の
静
的
な
詩
の
世
界
を
作

り
あ
げ
て
い
る
。
白
秋
が
醸
し
出
す
日
本
的
情
緒
で
は
な
く
、
架
空
の
人
工
的
と
も
い

え
る
自
然
の
黄
金
の
色
彩
が
横
溢
す
る
図
柄
を
技
巧
的
に
羅
列
し
て
い
る
と
い
う
印
象

が
あ
る
。
モ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
印
象
派
の
絵
画
は
、
光
と
大
気
に
つ
つ
ま
れ
た
自
然

を
、
明
る
い
色
彩
を
基
本
と
し
て
、
点
描
に
よ
る
筆
触
を
生
か
し
た
手
法
で
表
現
し
、

太
陽
の
光
と
の
た
わ
む
れ
の
中
で
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
光
に
よ
っ
て
出
現
す
る
色

彩
を
意
識
的
に
詩
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
の
時
期
の
金
子
は
、
そ
う
し
た
印
象
派
絵
画

を
想
起
さ
せ
る
、
い
わ
ば
外
光
派
の
詩
人
で
あ
る
。

　
こ
の
高
揚
感
の
あ
る
光
の
世
界
は
『
こ
が
ね
贔
』
出
版
の
二
ヶ
月
後
、
突
然
、
思
い

も
か
け
ぬ
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
書
か
れ
た
『
水
の
流

浪
』
に
、
色
彩
そ
の
も
の
が
全
く
消
え
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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然
し
、
私
は
、
ハ
タ
と
驚
い
て
立
ち
止
っ
た
。

　
そ
こ
に
、
　
一
軒
の
果
実
店
の
、
そ
の
極
度
に
明
る
い
、
豊
饒
な
．
『
色
彩
の
祭
り
』
が
、
私
の

く
ら
い
こ
こ
ろ
に
火
事
の
や
う
に
燃
え
移
っ
た
。
五
点
形
に
、
三
角
形
に
、
或
い
は
乱
雑
に
積

み
上
げ
た
紅
い
林
檎
、
黄
色
い
ネ
ー
ブ
ル
、
蜜
柑
、
朱
樂
の
類
、
二
型
の
バ
ナ
ナ
、
梨
、
パ
イ

ン
ア
ッ
プ
ル
、
そ
の
他
、
季
節
外
れ
な
南
方
の
邦
か
ら
来
た
果
物
の
た
ぐ
ひ
が
、
玩
具
の
世
界

の
や
う
に
熾
烈
に
、
花
や
か
に
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
、
わ
が
人
生
を
情
熱
化
し
て
い
る
。
光
沢

の
い
い
、
新
鮮
な
、
開
放
的
な
、
夢
の
よ
う
な
霊
魂
が
、
私
の
心
を
、
頭
か
ら
、
爪
先
ま
で
暢

流
せ
し
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
果
実
店
」
）

　
こ
れ
は
大
正
十
三
年
四
月
「
日
本
詩
人
」
に
発
表
し
、
後
に
『
水
の
流
浪
』
に
収
め

ら
れ
た
「
果
実
店
」
と
題
す
る
散
文
詩
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
後
の
大
正
十
四

年
一
月
に
同
人
誌
「
青
空
」
に
発
表
さ
れ
た
梶
井
基
次
郎
の
『
檸
檬
』
に
見
ら
れ
る
「
あ

の
安
っ
ぽ
い
絵
具
で
赤
や
紫
や
黄
や
青
や
、
様
ざ
ま
の
縞
模
様
を
持
っ
た
花
火
の
束
」
、

あ
る
い
は
「
何
か
華
や
か
な
美
し
い
音
楽
の
快
速
調
の
流
れ
が
、
見
る
人
を
石
に
化
し

た
と
い
う
ゴ
ル
ゴ
ン
の
鬼
面
－
的
な
も
の
を
差
し
つ
け
ら
れ
て
、
あ
ん
な
色
彩
や
あ

ん
な
ヴ
オ
リ
ウ
ム
に
凝
り
固
ま
っ
た
と
い
う
風
に
果
物
は
並
ん
で
い
る
。
青
物
も
や
は

り
奥
へ
ゆ
け
ば
ゆ
く
程
堆
高
く
積
ま
れ
て
い
る
。
一
実
際
あ
そ
こ
の
人
参
葉
の
美
し

さ
な
ど
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
」
議
と
い
う
詩
的
表
現
に
相
通
じ
る
よ
う
な
色
彩
感
覚

が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
詩
集
『
水
の
流
浪
』
の
詩
「
古
靴
店
」
の
表
現
「
赤
、

青
、
黄
の
強
い
原
色
の
郷
愁
…
…
／
濡
れ
た
燕
が
ツ
イ
ツ
イ
走
る
五
月
の
雨
空
、
／
狭

い
港
町
の
、
ペ
ン
キ
の
板
囲
し
た
貧
し
い
古
靴
墨
が
あ
る
。
」
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ

こ
に
は
す
で
に
『
こ
が
ね
轟
』
に
見
ら
れ
た
眩
し
い
「
金
色
」
な
「
光
」
は
も
は
や
見

当
た
ら
ず
、
色
彩
も
あ
の
人
工
的
な
形
象
で
は
な
く
、
確
実
に
そ
こ
に
存
在
す
る
「
も

の
」
で
あ
り
、
詩
人
は
夢
の
世
界
で
は
な
く
、
現
実
の
な
か
で
そ
れ
ら
を
凝
視
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
青
春
の
好
情
の
潤
い
を
し
み
込
ま
せ
た
こ
う
し
た
「
色
彩
」
に
見
ら
れ

る
も
う
一
つ
の
変
化
は
〈
光
〉
の
動
き
で
あ
る
。

　
沃
度
と
塩
の
水
は
、

光
線
な
ら
ぬ
光
線
で
、

す
り
な
い
て
い
る
．
か
、

赤
と
い
ふ
も
、
緑
と
い
ふ
も
、
金
色
と
い
ふ
も
、

流
浪
し
て
ゆ
く
。
あ
み
目
硝
子
に
、
路
三
無
に
、

歎
美
し
て
い
る
か
、
放
神
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

た
だ
色
な
ら
ぬ
色
、

霰
小
紋
に
、
水
は
す

（「

?
ﾌ
流
浪
」
）

詩
集
『
水
の
流
浪
』
の
タ
イ
ト
ル
ポ
エ
ム
で
あ
る
詩
篇
「
水
の
流
浪
」
の
冒
頭
部
分
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
や
は
り
〈
光
〉
が
輝
い
て
い
る
が
、
ゆ
れ
て
い
る
川
の
流
れ
に
反
射

す
る
〈
光
〉
が
様
々
な
色
の
変
化
を
見
せ
る
。
「
金
晴
の
曙
の
空
は
、
／
紅
色
の
尉
林
は

夢
見
つ
つ
唄
ふ
。
／
緑
樹
の
季
節
が
近
づ
い
た
。
」
あ
る
い
は
、
「
私
は
、
太
陽
の
黄
金

と
、
其
縞
で
あ
る
。
」
の
よ
う
な
『
こ
が
ね
轟
』
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
動
き
の
見
え

な
い
絶
対
的
な
色
彩
か
ら
、
動
的
で
「
も
の
」
の
内
側
に
く
い
込
む
よ
う
な
知
覚
が
捉

え
る
「
色
彩
」
に
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
極
色
彩
の
地
球
儀
を
ま
は
し
な
が
ら
／

人
は
皆
、
若
い
日
に
、
『
世
界
旅
行
』
を
夢
見
る
。
，
（
中
略
）
遠
い
遠
い
劇
場
か
ら
の
た

え
て
は
つ
づ
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
き
く
。
／
お
＼
此
胸
の
焼
け
る
や
う
な
焦
．
燥
は
な
に
？
」

（「

Y
泊
」
）
と
い
う
詩
句
に
あ
る
よ
う
に
、
詩
集
『
水
の
流
浪
』
に
特
徴
的
な
「
光
」
、

つ
ま
り
「
色
彩
」
の
流
動
の
表
現
だ
け
で
は
、
「
胸
の
焼
け
る
よ
う
な
焦
燥
」
を
客
観
視

で
き
る
距
離
を
作
り
出
す
こ
と
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

　
水
は
、
み
ど
り
に
、
あ
さ
黄
に
、
砥
色
に
、
黒
に
、
紫
に
、
あ
る
い
は
は
ば
ひ
ろ
く
、
或
は

狭
く
、
或
時
は
水
面
高
く
、
或
時
は
低
く
、
こ
の
古
い
町
の
藍
と
、
盲
壁
の
間
に
く
さ
れ
て
ゆ

く
。
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流
れ
る
と
も
み
え
ぬ
そ
の
川
づ
ら
、
怠
惰
な
心
象
を
の
ぞ
い
て
過
ぎ
る
も
の
は
、
老
竹
の
鉢

植
を
置
い
た
裏
窓
、
酒
害
と
醤
鋪
、

　
雨
の
な
か
で
裸
で
働
い
て
い
る
漆
工
、
傘
の
骨
、
市
の
石
橋
、
白
壁
の
く
つ
れ
た
露
地
、
破

れ
た
苫
船
、
等
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
蘇
州
城
」
）

城
」
）
こ
こ
に
は
空
し
い
三
嘆
の
代
わ
り
に
物
質
的
な
内
実
感
が
あ
る
。
『
水
の
流
浪
』

に
見
ら
れ
た
よ
う
な
倦
怠
と
哀
感
が
消
え
た
の
で
は
な
く
、
語
り
手
の
内
面
は
「
野
竹

の
鉢
植
」
、
「
酒
害
」
、
「
警
世
」
、
「
裸
で
働
い
て
い
る
漆
工
」
、
「
白
壁
の
く
つ
れ
た
露
地
」
、

「
破
れ
た
苫
船
」
の
よ
う
な
物
に
よ
っ
て
充
填
さ
れ
、
重
く
な
り
「
沈
ん
で
い
っ
た
」

の
で
あ
ろ
う
。

詩
集
『
鰹
沈
む
』
所
収
の
「
蘇
州
城
」
と
い
う
詩
の
一
部
分
で
あ
る
。
や
は
り
水
の
描

写
で
あ
る
が
、
ぎ
ら
ぎ
ら
と
す
る
光
は
な
く
な
り
、
青
砥
の
色
、
「
黒
」
、
「
紫
」
の
よ
う

な
明
度
や
彩
度
の
欠
け
た
色
彩
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
水
の
流
浪
』
と
違

っ
て
、
あ
る
種
の
重
苦
し
い
印
象
が
生
ま
れ
る
。
詩
の
中
に
は
「
老
竹
の
鉢
植
を
置
い

た
裏
窓
」
、
「
酒
穿
」
、
「
醤
鋪
」
、
「
裸
で
働
い
て
い
る
漆
工
」
な
ど
と
い
っ
た
詩
人
が
そ

の
地
で
目
の
あ
た
り
に
し
た
現
実
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
水
の
「
色
」

の
「
流
れ
」
は
、
「
老
竹
の
鉢
植
を
置
い
た
裏
窓
」
、
「
酒
害
」
、
「
醤
鋪
」
、
「
裸
で
働
い
て

い
る
漆
工
」
、
「
傘
の
骨
」
を
さ
す
路
人
、
「
石
橋
」
、
「
白
壁
の
く
つ
れ
た
露
地
」
、
「
破
れ

た
苫
船
」
等
に
常
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
詩
人
は
、
見
る
と
見
ら
れ

る
と
い
う
構
図
を
設
定
し
て
い
る
。
「
怠
惰
な
心
象
」
は
こ
の
場
合
、
川
を
下
る
船
上
に

い
る
語
り
手
の
内
面
事
情
を
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
語
り
手
の
「
心
象
」
に
、
語
り

手
の
目
の
前
を
す
ぎ
て
ゆ
く
「
老
竹
の
鉢
植
」
、
「
酒
害
」
、
「
醤
鋪
」
、
「
裸
で
働
い
て
い

る
漆
工
」
な
ど
の
物
が
動
い
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
あ
り
さ
ま
は
ま
た
「
老
竹
の
鉢

植
」
、
「
酒
害
」
、
「
醤
鋪
」
、
「
裸
で
働
い
て
い
る
漆
工
」
な
ど
の
視
点
で
描
か
れ
た
も
の

で
も
あ
る
。
つ
ま
り
語
り
手
が
そ
れ
ら
の
事
物
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
事
物
が

語
り
手
の
内
面
を
「
の
ぞ
い
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
岸
辺
に
並
ん
で
い
る
事

物
は
結
局
、
語
り
手
の
内
面
の
情
況
を
表
す
も
の
と
な
る
。
詩
人
の
何
も
の
か
と
も
わ

か
ら
ず
悲
し
み
嘆
い
た
「
胸
の
焼
け
る
よ
う
な
焦
燥
」
（
「
漂
泊
」
）
が
顕
在
化
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
私
は
ま
つ
黒
な
蘇
州
城
壁
の
、
日
没
に
動
悸
す
る
の
を
見
る
。
」
（
「
蘇
州

1
う
す
う
す
と
に
ぶ
い
光
に
照
り
／
ま
っ
く
ら
な
揚
子
江
上
に
出
る
。

（「

繩
C
唄
」
）

　
古
寺
の
い
ら
か
に
は
鴉
。
空
地
に
は
車
前
草
と
ち
が
や
，
／
－
そ
の
鏡
は
、
す
で
に
、
美

し
い
も
の
を
う
つ
さ
ぬ
如
く
、
に
ぶ
く
光
に
煙
り
、
一
帯
の
地
は
乾
れ
、
亀
裂
れ

（「

?
v
）

　
舷
に
走
っ
て
ゆ
く
水
の
、
鈍
い
光
に
う
す
く
透
く
の
を
見
送
り
な
が
ら
、
一
瞬
、
白
い
腹
を

出
し
た
私
の
屍
体
が
う
か
び
あ
が
っ
て
沈
む
の
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
最
初
の
上
海
行
」
）

　
重
々
し
い
揚
子
江
、
沈
欝
で
、
池
魚
の
や
う
に
鈍
い
揚
子
江
が
、
屍
の
や
う
に
腹
を
か
へ
し

て
横
は
っ
て
い
る
。
早
朝
か
ら
し
て
、
す
で
に
痛
々
し
い
感
を
人
に
興
へ
る
ほ
ど
揚
子
江
そ
の

も
の
は
、
鮮
明
な
感
情
を
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
白
痴
の
や
う
な
に
ぶ
さ
と
、
く
ら
さ
と
、

同
時
に
巨
大
さ
を
感
ぜ
し
め
ら
れ
る
一
つ
の
流
域
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
古
．
都
南
京
」
）

　
「
う
す
う
す
と
に
ぶ
い
光
」
、
「
う
す
く
透
く
」
「
鈍
い
光
」
、
「
白
痴
の
や
う
な
鈍
さ
」

及
び
「
く
ら
さ
」
、
「
乾
れ
」
、
「
亀
裂
れ
」
と
い
っ
た
表
現
の
よ
う
に
、
『
こ
が
ね
轟
』
や
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『
水
の
流
浪
』
の
中
で
詩
人
が
好
ん
で
用
い
る
〈
光
〉
は
「
沈
む
」
こ
と
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
「
鈍
く
」
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
沈
ん
で
周
り
が
暗
黒
に
な
れ
ば
、
更
に
「
私

の
屍
体
が
う
か
び
あ
が
っ
て
沈
む
」
、
「
屍
の
や
う
に
腹
を
か
へ
し
て
横
は
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
死
の
表
象
が
現
れ
る
。
こ
う
し
た
〈
下
降
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の

出
現
が
、
し
ば
し
ば
揚
子
江
の
水
の
表
象
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
次
に
考

え
た
い
の
は
、
「
沈
む
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
水
の
表
象
の
変
化
で
あ
る
。

な
が
れ
汚
水
。
だ
が
、
ど
こ
か
へ
う
こ
い
て
い
な
い
も
の
は
な
い
。

（「

驍
ﾌ
酒
場
で
」
）

　
と
き
お
り
、
け
ん
た
う
は
つ
れ
な
砲
弾
が
、
／
　
濁
水
の
あ
っ
ち
、
こ
っ
ち
に
、
／
ぼ
つ
こ

り
、
ぼ
つ
こ
り
と
穴
を
あ
け
る
。
／
そ
の
不
吉
な
笑
窪
を
、
お
い
ら
は
さ
が
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
泡
」
）

四
、
〈
濁
水
〉
に
含
ま
れ
る
も
の

　
金
子
の
詩
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
〈
水
〉
、
お
よ
び
そ
れ
に
関

連
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
『
鰻
沈
む
』
周
辺
の
詩
篇
で
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
る
。

黄
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
を
押
す
の
を
き
け

（
中
略
）

黄
い
揚
子
江
の
濁
流
の
天
に
氾
濫
す
る
の
を
き
け

　
詩
「
鰹
沈
む
」
の
中
で
は
こ
の
よ
う
な
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
り
、
〈
水
〉
一
の
大
き
な
流
れ

で
あ
る
「
揚
子
江
」
が
「
黄
い
」
「
濁
流
」
で
あ
る
と
の
印
象
を
強
く
打
ち
出
す
。
リ
フ

レ
イ
ン
の
詩
句
の
中
間
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
「
誕
生
か
ら
枢
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る

叫
び
が
そ
こ
に
あ
る
。
／
そ
し
て
、
す
べ
て
そ
れ
は
大
揚
子
江
に
帰
っ
て
ゆ
く
」
。
あ
ら

ゆ
る
事
物
を
受
け
入
れ
た
〈
水
〉
の
流
れ
で
あ
る
「
揚
子
江
」
は
く
重
い
水
〉
で
あ
る
。

そ
の
容
量
と
密
度
を
あ
ら
わ
す
の
が
幾
度
も
使
わ
れ
て
い
る
「
濁
流
」
と
い
う
表
現
で

あ
る
。

　
「
濁
流
」
、
「
汚
水
」
、
「
濁
水
」
と
い
う
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
不
透
明
で
様
々
な
内
容

物
を
含
ん
で
混
沌
と
し
た
、
不
純
な
濁
り
水
が
頻
出
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
、

〈
下
降
〉
以
前
の
詩
萸
ま
に
見
ら
れ
る
〈
水
〉
の
描
写
で
あ
る
。

水
流
は
薄
絹
の
如
く
二
人
の
身
辺
に
揺
れ
る
。

／
水
底
は
水
晶
の
如
く
明
る
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
誘
惑
」
）

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ジ
ャ
エ
じ
ル

み
ず
う
み
の
水
は
、
生
茎
水
の
泡
よ
り
苛
く
て
淡
白
だ
。
一
／
ポ
ー
ト
の
白
が
、
水
天
の
青
を

切
っ
て
す
」
む
。
／
　
ご
ら
ん
。
ふ
た
り
の
コ
ッ
プ
を
め
ぐ
っ
て
う
つ
る
／
八
甲
田
の
山
襲

は
翠
緑
を
こ
ら
す
。
／
お
㌧
一
　
威
勢
の
い
」
此
炭
酸
飲
料
と
一
緒
に
、
／
わ
れ
ら
二
人
の

恋
と
風
景
を
痛
飲
し
よ
う
。
碁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
十
和
田
の
旅
」
）

　
こ
こ
に
あ
る
く
水
〉
は
す
べ
て
、
不
純
物
を
一
切
含
ま
な
い
澄
ん
だ
水
で
あ
る
。
『
こ

が
ね
贔
』
に
あ
る
詩
「
誘
惑
」
で
は
、
「
少
年
」
と
「
肉
親
の
姉
」
の
二
人
が
「
破
倫
」

す
る
世
界
が
描
か
れ
る
。
「
現
世
の
水
瀬
は
轟
轟
遠
ざ
か
る
」
と
い
う
上
記
引
用
部
分
の

直
前
の
表
現
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
く
水
〉
は
俗
世
の
繊
れ
が
一
切
排
除

さ
れ
た
「
薄
絹
」
の
ご
と
き
「
明
る
」
い
、
非
日
常
の
水
で
あ
る
。
二
人
を
包
む
澄
ん
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だ
く
水
〉
は
、
二
人
の
愛
の
純
粋
さ
を
暗
示
し
、
周
囲
の
混
濁
し
た
不
純
な
世
界
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
手
に
伝
わ
る
。
こ
の
神
話
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
〈
水
〉

は
、
し
か
し
、
現
実
の
水
で
は
あ
り
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
二
人
の
存
在
を
現
実
か
ら
隔

壁
し
、
保
存
す
る
カ
プ
セ
ル
の
様
な
も
の
の
比
喩
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
引

用
二
つ
目
の
詩
篇
の
く
水
V
は
実
物
の
描
写
を
伴
い
、
現
実
世
界
の
水
と
見
て
い
い
の

だ
が
、
そ
の
〈
水
〉
は
明
る
く
、
透
明
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
周
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ジ
ヤ
エ
　
ル

の
事
物
を
は
っ
き
り
と
映
し
出
す
〈
水
〉
で
あ
る
。
「
生
茎
水
」
は
水
に
混
ぜ
物
を
加

え
た
飲
料
で
あ
る
か
ら
不
純
な
〈
水
〉
と
言
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
清
涼
感
の
あ
る

味
覚
か
ら
、
透
明
で
純
粋
な
液
体
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ジ
ヤ
エ
　
ル

そ
し
て
そ
の
「
生
量
水
」
の
「
泡
」
よ
り
「
苛
く
て
淡
白
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

二
人
の
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
る
「
み
ず
う
み
の
水
」
が
、
や
は
り
純
粋
で
あ
る
が
、
い
わ

ば
二
人
の
愛
の
純
度
を
試
す
辛
辣
な
「
苛
酷
」
さ
を
も
そ
な
え
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が

暗
示
さ
れ
る
。
愛
は
こ
こ
で
は
〈
甘
い
〉
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
で
そ
れ
ゆ
え
舌
を
敏

感
に
刺
激
す
る
危
険
性
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
水
〉
は
、
．
純
粋
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
「
泡
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
壊
れ
や
す
い
も
の

へ
の
移
行
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
不
純
で

重
い
〈
濁
水
〉
、
「
天
」
を
押
す
力
強
い
〈
濁
水
〉
と
は
対
照
的
に
、
純
粋
な
〈
水
〉
は

純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
も
ろ
く
、
果
か
な
い
。
詩
「
十
和
田
の
旅
」
で
は
、
そ
の
水

が
、
恋
す
る
二
人
の
情
熱
の
高
揚
を
映
し
て
み
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恋
の
成
就
を
表
象

す
る
が
、
「
苛
く
て
淡
白
」
と
い
う
表
現
が
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
詩
「
誘
惑
」
の

中
の
、
躊
躇
な
く
「
明
る
い
」
と
表
現
さ
れ
た
水
と
違
っ
て
む
な
し
さ
の
感
覚
を
呼
び

起
こ
す
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
、
疲
労
よ
り
美
し
い
感
覚
は
な
い
。
／
お
』
、
硝
子
壕
の
中
の
倦
い
容
積
を
眺
め

よ
！
／
そ
こ
に
、
非
人
情
な
水
の
深
潭
を
み
よ
1
／
　
人
生
は
花
の
如
く
淋
し
い
海
の
流
転

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
水
の
流
浪
」
）

　
石
弓
の
峡
間
に
青
い
塩
水
が
清
麗
に
走
っ
て
い
る
．
／
曇
り
日
の
狭
い
に
は
た
陰
に
／
さ

　
　
　
　
て
ん
ぐ
　
さ

ん
ご
、
藻
、
石
花
菜
の
類
が
美
し
く
蔽
ふ
。
／
…
…
花
さ
く
磯
巾
着
や
、
う
に
が
寛
か
に
も

つ
れ
う
ご
く
／
お
》
、
わ
が
人
生
も
明
る
く
孤
寂
な
れ
電
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
紅
藻
の
森
」
）

　
詩
集
『
水
の
流
浪
』
の
題
目
詩
篇
「
水
の
流
浪
」
お
よ
び
「
海
辺
小
景
」
詩
群
の
一

篇
「
紅
藻
の
森
」
で
あ
る
。
「
美
し
い
」
と
「
淋
し
い
」
、
さ
ら
に
、
「
明
る
く
」
と
「
孤

寂
」
と
い
う
対
立
的
な
表
現
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
漂

泊
者
の
ロ
マ
ン
的
な
心
情
を
要
り
な
い
清
ら
か
な
水
流
で
訴
え
て
い
る
詩
集
『
水
の
流

浪
』
で
は
、
〈
水
〉
は
無
力
な
虚
無
感
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
も
、
観
念
的
の
明
る
い
生
命
感

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
金
子
の
詩
学
に
お
け
る
〈
水
〉
の
最
初
の
状
態
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
状

態
は
明
澄
と
透
明
な
夢
、
つ
ま
り
明
る
い
生
命
力
、
幸
福
な
色
彩
の
夢
に
呼
応
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
金
子
の
詩
作
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
透
明
な
く
水
V
が
、
や
が
て

そ
の
中
に
爽
雑
物
を
含
み
、
濁
水
へ
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
清
ら
か
で
水
底
が
見
え
、

周
囲
の
事
物
を
映
す
〈
水
〉
か
ら
「
鈍
痛
」
で
濁
っ
て
い
る
〈
汚
水
〉
へ
変
貌
し
た
〈
水
〉

の
表
現
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

大
揚
子
江
は
そ
れ
ら
一
さ
い
の
生
の
う
へ
に
冥
々
と
氾
濫
し
て
、

　
実
に
冥
々
と
し
て
終
始
が
な
い
。

　
：
：
：
塵
．
芥
の
渦
を
巻
く
う
つ
穴
を
ガ
バ
く
作
り
つ
つ
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：
：
：
胎
水
の
や
う
に
噴
水
し
つ
つ
、

（「

v
沈
む
」
〉

　
「
大
揚
子
江
」
は
常
に
「
ガ
バ
カ
バ
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
塵
芥
の
渦
」
を
巻
い
て
い

る
。
詩
の
中
で
こ
の
よ
う
に
擬
音
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
「
大
揚
子
江
」
の
発
す
る
〈
音
〉

も
重
要
で
あ
る
。
「
究
極
的
に
は
、
景
色
に
お
の
れ
の
支
配
的
「
筆
勢
」
を
記
す
の
は
音

声
的
表
現
な
の
だ
。
声
は
い
く
つ
か
の
影
像
を
投
射
す
る
頁
・
」
か
ら
で
あ
る
。
「
大
揚

子
江
」
は
、
濁
流
で
あ
る
ゆ
え
に
両
岸
の
風
景
を
反
映
す
る
機
能
を
失
っ
て
い
る
。
そ

の
か
わ
り
に
、
音
声
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
を
表
し
、
「
ガ
バ
く
」
と
大
量
の
水
が
流
れ

る
く
音
V
が
そ
の
描
写
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。
「
ガ
バ
く
」
は
、
あ
わ
た
だ
し

い
動
き
や
多
く
の
も
の
の
混
同
を
暗
示
す
る
擬
音
語
で
あ
る
。
揚
子
江
の
「
ガ
バ
く
」

と
氾
濫
す
る
〈
音
〉
は
ど
の
よ
う
な
影
像
を
映
し
だ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
れ

は
底
の
見
え
な
い
濁
っ
て
い
る
川
の
水
、
「
流
れ
木
」
や
「
赤
く
錆
び
た
空
缶
」
や
「
甘

瓜
の
皮
」
や
「
疾
」
な
ど
が
浮
い
て
い
る
川
の
水
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
濁
水
の

川
面
に
漂
っ
て
い
る
「
穴
の
あ
い
た
莫
産
の
帆
」
を
上
げ
て
い
る
破
れ
ジ
ャ
ン
ク
の
群

れ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
河
が
流
れ
る
両
岸
や
「
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
急
い
だ
り
、

止
ま
っ
た
り
す
る
無
数
の
足
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
「
大
揚
子
江
」
の
く
水
〉
は
生
命
を
育
む
根
源
で
あ
る
「
汽
水
」
と

し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
「
大
揚
子
江
」
の
「
濁
流
」
は
「
塵
芥
の
渦
」
を
巻
い
た
り
、

噴
出
し
た
り
し
て
、
一
刻
も
休
む
こ
と
な
く
、
「
氾
濫
」
を
続
け
て
い
る
。
一
方
、
生
命

力
に
満
ち
た
こ
の
「
氾
濫
」
す
る
〈
水
〉
は
、
「
夕
立
」
と
し
て
、
生
命
を
生
み
出
す
と

同
時
に
、
そ
の
生
み
出
す
生
命
を
流
失
．
さ
せ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
も
は
ら
む
。
こ
う

し
て
「
生
命
付
与
の
原
理
と
し
て
の
機
能
を
失
な
」
っ
て
い
る
〈
水
〉
は
、
「
む
し
ろ
死

を
表
象
し
、
死
を
内
に
含
む
水
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
望
。
こ
の
よ
う
に
「
胎
水
」

の
流
失
に
よ
っ
て
「
死
」
を
暗
示
し
た
水
は
、
別
の
詩
篇
で
は
又
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。

波
の
く
つ
が
へ
る
。

鮫
の
寄
る
く
ら
い
洞
穴
に

白
日
、
下
編
幅
が
群
が
る
。

お
び
た
ゴ
し
い
赤
虻
が
、
断
崖
を
め
ぐ
っ
て
、

日
は
か
げ
る
…
…

一
し
っ
く
の
雨
と
、
雷
鳴
を
待
つ
白
蜜
．

ま
た
、
歯
の
折
れ
た
櫛
の
や
う
な
渚
。

ラ
ム
ネ
場
の
な
か
で
沸
騰
す
る
黒
水
。

ぶ
ん
ぶ
ん
捻
る
。

（「

C
の
憂
欝
」
）

　
こ
れ
は
一
九
二
六
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
海
の
憂
欝
」
と
い
う
詩
の
前
半
で
あ

る
。
日
が
暮
れ
か
け
て
、
雨
が
降
り
出
す
寸
前
の
海
の
様
相
を
描
く
。
「
鮫
」
、
「
大
高
輻
」
、

「
赤
虻
」
な
ど
海
に
住
ま
う
生
物
が
小
道
具
と
し
て
海
の
不
気
味
さ
を
表
わ
す
役
目
を

果
す
が
、
こ
こ
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
海
の
「
沸
騰
す
る
黒
水
」
で
あ
る
。
嵐
で

荒
れ
る
海
は
「
沸
騰
す
る
」
と
誇
張
さ
れ
、
さ
ら
に
不
吉
な
予
感
を
与
え
る
「
黒
」
の

色
を
帯
び
る
と
表
現
さ
れ
る
。
黒
が
喪
の
色
と
し
て
生
命
の
終
息
を
暗
示
す
る
と
す
れ

ば
、
「
沸
騰
す
る
」
は
生
命
の
源
で
あ
っ
た
は
ず
の
海
が
そ
の
断
末
魔
に
お
い
て
ひ
と
し

き
り
激
動
し
て
い
る
様
相
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
「
ラ
ム
ネ
壕
」
と
い
う
、

こ
の
自
然
の
た
だ
中
に
、
意
表
を
突
く
よ
う
に
姿
を
現
わ
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
人

間
臭
い
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
「
沸
騰
す
る
」
と
い
う
表
現
を
引
き
出
す
た
め
の
虚
構
物
に
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ジ
ヤ
エ
　
ル

な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
十
和
田
湖
」
の
「
生
三
水
」
と
同
様
、
金
子
は
こ
こ
で
水
の

激
し
い
動
揺
（
生
命
の
最
後
の
激
動
）
を
極
日
常
的
な
身
近
な
も
の
の
表
象
で
表
わ
そ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
り
ふ
れ
た
人
間
的
な
も
の
（
ラ
ム
ネ
壕
）
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を
飲
み
込
ん
で
死
を
迎
え
る
豊
饒
の
海
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
か
も
し
出
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
の
あ
と
に
は
「
そ
し
て
、
私
は
は
る
か
な
目
の
下
の
深
淵
に
、
／

死
魚
の
腹
を
か
へ
し
て
う
く
浪
の
あ
ひ
だ
に
、
／
無
限
の
悔
恨
か
、
美
か
、
働
実
か
、

無
か
」
と
い
う
詩
句
が
続
き
、
こ
こ
で
は
胎
水
の
流
失
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
た
「
死
」

は
す
で
に
「
黒
水
」
に
浮
い
て
い
る
「
死
魚
」
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　
『
鰹
沈
む
』
以
前
に
描
か
れ
て
い
る
稼
れ
を
一
切
排
除
し
た
非
日
常
の
〈
水
〉
、
そ
し

て
明
る
く
生
命
力
を
育
む
〈
水
〉
が
、
『
膿
沈
む
』
以
降
の
詩
篇
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

生
命
を
付
与
す
る
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
る
く
水
〉
、
さ
ら
に
、
「
死
」
を
内
包
す
る
暗
黒

の
〈
水
〉
へ
と
変
容
し
て
い
る
。
そ
の
〈
水
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
伴
い
、
も
う
一

つ
水
に
関
す
る
表
現
と
し
て
「
忘
却
の
水
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
詩
の
中
で
「
忘
却
の
水
」
と
い
う
言
葉
が
出
る
以
前
、
「
誕
生
か
ら
枢
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
叫
び
が
そ
こ
に
あ
る
。
／
そ
し
て
、
す
べ
て
そ
れ
は
大
揚
子
江
に
帰
っ
て
ゆ
く
」
、
「
大

揚
子
江
は
そ
れ
ら
　
さ
い
の
生
の
う
へ
に
冥
々
と
氾
濫
し
て
、
／
実
に
冥
々
と
し
て
終

始
が
な
い
」
と
い
う
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
「
帰
っ
て
ゆ
く
」
、
「
終
始
が
な
い
」

と
い
う
言
葉
は
空
間
の
移
動
だ
け
で
は
な
く
、
強
く
時
間
の
推
移
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
「
誕
生
か
ら
枢
ま
で
」
に
は
「
生
」
か
ら
「
死
」
ま
で
の
一
個
の
〈
時

間
の
流
れ
〉
が
あ
り
、
無
数
の
個
体
の
そ
の
よ
う
な
〈
時
間
の
流
れ
〉
を
受
け
入
れ
て

い
る
「
揚
子
江
」
は
ま
た
、
「
終
始
」
も
な
く
「
冥
々
」
と
流
れ
て
い
る
。
そ
の
終
始
も

な
く
、
た
だ
氾
濫
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
「
揚
子
江
」
の
く
水
〉
は
、
「
黄
い
水
、
つ
ら

い
水
、
争
ひ
の
水
、
忘
却
の
水
！
」
な
の
で
あ
る
。

　
詩
集
『
鰹
沈
む
』
及
び
こ
の
時
期
の
詩
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
な
よ
う
に
、
三
十
篇
近

い
詩
篇
の
な
か
で
こ
の
よ
う
に
〈
時
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
は
多
い
。
た
と
え
ば
、

腐
朽
せ
る
大
群
の
な
か
の
実
に
重
い
悶
痛
よ
。

／
幾
百
千
年
の
屍
体
の
流
よ
。
流
よ
。
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
大
揚
子
江
」
）

甕
を
こ
ん
な
に
砕
い
た
の
は
、
／
ほ
か
な
ら
ぬ
／
時
の
拳
だ
。
」

小
石
を
は
こ
ぶ
一
輪
車
が
、
き
い
き
い
と
き
し
み
な
が
ら
葡
と
、

く
。
『
時
』
と
．
い
う
大
下
紐
の
そ
こ
に
立
っ
て
、
私
は
す
で
に
、

み
た
。
」

（「

P
－
九
江
に
て
」
）

亡
子
英
草
風
の
な
か
を
ゆ

一
千
年
が
ま
た
た
く
の
を

　
　
　
　
　
（
「
石
像
」
）

　
以
上
引
用
し
た
詩
篇
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
時
」
の
特
徴
は
、
す
で

に
過
ぎ
去
っ
た
過
去
と
し
て
の
時
間
の
流
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
忘
却
の
水
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
冥
界
を
流
れ
る
主
要
な
河
の
一
つ
で

あ
る
レ
ー
テ
ー
の
河
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
く
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
、
亡
者
は
そ
の

レ
ー
テ
ー
の
河
の
水
を
飲
み
、
地
上
で
の
過
去
を
忘
れ
る
。
ま
た
、
ふ
た
た
び
地
上
に

出
て
新
し
い
肉
体
を
求
め
よ
う
と
す
る
霊
は
、
逆
に
地
下
の
世
界
の
記
憶
を
失
い
、
あ

ら
た
な
人
生
の
苦
難
に
耐
え
る
心
構
え
を
得
る
と
も
い
う
。
こ
う
し
て
〈
水
〉
は
「
忘

れ
る
」
と
い
う
機
能
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
逆
説
的
に
過
去
と
し
て
の
く
時
間
〉
と

か
か
わ
り
、
「
死
」
の
世
界
と
も
繋
が
り
が
暗
示
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
中
国
の
古
典
で
は

く
水
〉
は
「
黄
泉
輿
・
鵠
」
、
「
霊
府
」
、
「
首
都
」
酋
邑
と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
、
死
後
の

世
界
と
深
い
関
連
．
を
持
つ
。
金
子
の
詩
の
後
半
に
は
、
「
水
」
の
描
写
に
「
冥
々
」
と
い

う
言
葉
が
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
「
冥
々
」
と
い
う
の
は
暗
い
さ
ま
、
ま
た
深
く
遠

い
さ
ま
、
人
の
目
の
つ
か
ぬ
さ
ま
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
所
を
指
し
て
い
る
。
『
大
漢
和

辞
典
』
（
大
修
館
書
店
　
一
九
八
四
年
）
に
は
「
冥
々
」
の
意
味
と
し
て
「
陰
。
陰
の
所
。

死
者
の
霊
の
居
る
所
。
冥
土
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
場
所
の
形
容
語
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
水
」
は
「
死
」
の
世
界
と
か
か
わ
り
を
持
つ
だ
け
で
は
な
い
。
「
水
」
は
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ま
た
「
輪
廻
」
あ
る
い
は
「
復
帰
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
子

に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
「
嘗
物
芸
芸
、
各
復
其
根
首
ど
。
生
命
の
発
端
は
そ
の
ま

ま
死
後
帰
着
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
綿
延
不
絶
な
復
帰
思
想
の
下

で
、
地
下
に
流
．
れ
る
「
黄
泉
」
、
つ
ま
り
〈
水
〉
は
死
の
世
界
を
象
徴
し
な
が
ら
も
、
生

命
創
造
の
権
能
も
持
っ
て
い
る
扇
。

　
生
と
死
を
循
環
さ
せ
る
不
絶
な
「
水
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
〈
時
間
の
流
れ
〉
は
切
断

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
聾
の
よ
う
に
」
「
た
ゴ
冥
々
」
と
し
て
「
終
始
」
も
な
く
流
れ

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
忘
却
の
水
」
は
過
ぎ
去
っ
た
時
間
の
流
．
れ
、
つ
ま
り
死
を
暗

示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
す
べ
て
が
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
な
何
か

の
出
現
を
予
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
お
』
。
日
夜
の
大
腐
燗
よ
。
　
／
　
私
が
目
を
ふ
さ
ぐ
と
、
腐
燗
の
宇
宙
は
、
／
大
揚
子
江

が
西
か
ら
東
に
み
な
ぎ
る
や
う
に
／
私
達
と
一
緒
に
な
が
れ
る
腐
燗
の
群
の
方
へ
、
／
轟
音
を

つ
く
っ
て
た
ぎ
り
立
ち
、
／
目
を
ひ
ら
け
ば
、
光
沿
く
、
目
を
く
ら
み
、
／
生
命
の
大
氾
濫
と

な
っ
て
、
／
戦
ひ
の
施
旗
の
・
や
う
に
、
天
に
は
た
め
く
の
だ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
大
腐
燗
頒
」
）

　
頭
痛
に
ひ
ゴ
く
と
ほ
く
の
轟
轟
。
／
「
三
毛
も
な
い
忘
却
」
の
き
い
ろ
い
水
の
う
へ
を
…
…

…
…
冬
蝿
の
や
う
に
、
お
い
ら
は
ま
ひ
ま
ひ
し
た
。

　
　
（
中
略
）

一
乞
食
に
な
る
か
。
匪
に
な
る
か
。
兵
に
な
る
か
。
／
さ
も
な
け
れ
ば
、
餓
死
す
る
か
。

　
　
（
中
略
）

　
そ
の
か
ら
だ
ど
も
は
や
っ
ぱ
り
、
寒
が
っ
た
り
、
あ
っ
が
つ
た
り
す
る
か
ら
だ
だ
っ
た
の
に
。

／
い
ま
は
ど
れ
も
、
蓮
根
の
や
う
に
孔
が
あ
い
て
、
肉
が
ち
ぎ
れ
て
百
ひ
ろ
が
で
て
、
か
ほ
が

く
っ
し
ゃ
り
と
つ
ぶ
さ
れ
て
。
／
　
あ
ん
ま
り
な
な
り
ゆ
き
に
、
や
つ
ら
は
、
こ
く
び
を
か
し

げ
、
う
で
は
ひ
ぢ
に
、
ひ
ぢ
は
と
な
り
の
ひ
ぢ
に
、
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
だ
っ
ね
る
。
／
一

な
ぜ
、
お
い
ら
は
、
こ
ん
な
死
骸
に
な
ん
か
に
な
っ
た
の
か
し
ら
。
／
だ
が
、
い
く
ら
か
ん
が

へ
て
み
て
も
駄
目
だ
、
や
つ
ら
の
頭
盧
に
は
、
む
な
し
い
ひ
び
き
を
た
て
て
ひ
と
す
ぢ
、
濁
水

が
そ
』
ぎ
こ
む
。
／
氾
濫
す
る
水
は
、
　
一
「
忘
れ
ろ
」
と
い
ふ
。

…
・
…
…
…
…
：
…
・
：
…
い
っ
た
い
誰
だ
、
誰
な
ん
だ
。
／
お
い
ら
は
、
こ
れ
で
満
足
と
い
ふ
わ

け
か
。
／
だ
か
、
水
は
、
や
っ
ぱ
り
「
忘
れ
ろ
」
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
泡
」
）
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こ
の
詩
は
未
刊
詩
集
『
大
腐
燗
頒
』
琶
の
詩
篇
「
大
腐
劇
震
」
の
最
終
連
で
あ
る
。

「
す
べ
て
、
く
さ
ら
な
い
も
の
は
な
い
」
、
「
遂
に
、
な
に
も
の
も
完
全
で
は
い
な
い
の

だ
」
と
は
、
死
に
向
っ
て
止
ま
る
こ
と
の
な
い
時
間
の
流
れ
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
く
さ
る
も
の
の
集
大
成
「
大
腐
燗
」
で
あ
る
「
揚
子
江
」
は
、
た
ち
ま
ち
「
生
命
の

大
氾
濫
」
に
転
化
す
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
「
死
」
か
ら
「
生
」
を
見
出
そ
う
と
す

る
語
り
手
の
視
線
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
「
忘
却
の
水
の
流
れ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
後
の
作
品
に
も
継
承
さ
れ
て
い

る
。

　
「
黒
垂
」
が
響
く
か
た
わ
ら
で
、
「
方
響
も
な
い
忘
却
」
す
な
わ
ち
黄
色
い
〈
忘
却
の

流
れ
〉
が
た
だ
一
途
に
流
れ
て
い
る
。
生
き
る
た
め
に
は
、
「
乞
食
に
な
る
か
。
匪
に
な

る
か
。
兵
に
な
る
か
。
／
さ
も
な
け
れ
ば
、
餓
死
す
る
か
」
し
か
方
法
は
な
い
「
戦
争
」

の
中
で
、
結
局
は
「
死
骸
」
に
し
か
な
れ
な
か
っ
た
人
々
の
群
れ
を
つ
つ
ん
で
い
く
の

は
、
や
は
り
「
濁
水
」
で
あ
る
。
ど
の
み
ち
生
き
る
方
途
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
彼
ら

の
「
死
骸
」
に
流
れ
こ
む
「
濁
水
」
は
、
す
べ
て
の
も
の
を
押
し
流
し
、
た
だ
「
忘
れ

ろ
」
と
い
う
。
し
か
し
、
「
や
っ
ぱ
り
、
寒
が
っ
た
り
、
あ
っ
が
つ
た
り
す
る
」
生
を
内

蔵
し
た
「
か
ら
だ
」
は
、
「
蓮
根
の
や
う
に
孔
」
、
「
肉
が
ち
ぎ
れ
」
た
「
百
ひ
ろ
」
、
「
く



っ
し
ゃ
り
と
っ
ぷ
さ
れ
」
た
「
か
ほ
」
、
か
し
げ
て
い
る
「
こ
く
び
」
、
重
な
っ
て
い
る

「
ひ
じ
」
な
ど
と
、
具
象
的
に
表
現
さ
れ
、
「
忘
れ
ろ
」
と
叫
ぶ
一
方
で
、
そ
の
「
忘
れ
」

ら
れ
る
べ
き
様
々
な
対
象
物
が
、
鮮
明
に
名
指
し
さ
れ
て
い
る
。
「
忘
れ
ろ
」
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
記
憶
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
逆
説
的
な
事
態
が
起
き

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
こ
の
暗
澹
た
る
〈
忘
却
の
水
〉
に
あ
る
悲
惨
な
「
死

骸
」
は
く
水
〉
や
く
時
〉
の
流
れ
に
よ
る
無
化
を
通
し
て
、
ど
ろ
ど
ろ
の
く
闇
黒
の
世

界
〉
で
終
点
を
む
か
え
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
新
た
に
何
か
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
金
子
の
水
の
モ
チ
ー
フ
は
こ
の
よ
う
に
、
最
初
、
明
澄
で
あ
っ
た
も
の
が
、
様
々
な

内
容
物
が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
く
、
暗
い
も
の
に
な
る
。
最
初
の
さ
ら
さ
ら

と
し
た
清
流
が
、
濁
っ
た
り
、
よ
ど
ん
だ
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
「
死
」
の
世
界
を
表

現
す
る
も
の
に
変
容
す
る
が
、
そ
れ
は
「
生
」
を
決
し
て
否
定
し
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
整
理
し
た
い
。
本
論
は
先
ず
詩
集
『
鰹
沈
む
』
の
構
成
を
説

明
す
る
上
で
、
妻
森
三
千
代
と
の
土
棚
著
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
こ
の
詩
集
だ
け
を

根
拠
と
し
て
こ
の
時
期
の
金
子
の
詩
風
は
、
浪
漫
的
、
高
踏
的
で
あ
っ
た
と
す
る
従
来
の
認

識
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
そ
し
て
、
全
集
な
ど
に
未
収
録
の
作
品
も
含
め
、
こ
の
時
期
の
金

子
の
詩
作
品
を
取
り
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
「
『
鰻
沈
む
』
及
び
周
辺
の
詩
」
と
名
づ
け
、
本

稿
で
考
察
す
る
主
た
る
対
象
と
し
た
。

　
金
子
に
と
っ
て
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
も
あ
る
「
鰹
」
と
い
う
表
現
は
、
重
々
し
く
沈
欝

な
「
沈
む
」
と
い
う
言
葉
と
同
格
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
「
沈
む
」
と
い
う
表
現
が

代
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
く
下
降
V
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
表
現
が

頻
用
さ
れ
始
め
、
詩
の
中
で
停
滞
、
混
濁
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
作
り
出
し
て

い
る
。
そ
れ
が
契
機
と
な
り
、
一
連
の
作
品
に
お
い
て
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
の
要
素
に
変

化
が
起
こ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
こ
が
ね
轟
』
の
中
の
高
揚
感
の
あ
る
「
光
」
は
鈍
く
な

り
、
絶
対
的
な
明
度
を
も
つ
色
彩
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
明
る
い
生
命
と
夢
の

世
界
に
呼
応
し
て
い
る
純
粋
で
明
澄
な
「
水
」
は
、
様
々
な
爽
雑
物
を
含
む
濁
水
に
変

化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
明
度
の
高
い
絶
対
的
な
色
彩
や
純
粋
で
透
明
な
世
界
を
表

現
し
て
い
る
前
期
の
作
品
（
『
赤
土
の
家
』
、
『
こ
が
ね
轟
』
、
『
水
の
流
浪
』
）
か
ら
、
暗
闇
、
混
濁
、

澱
み
な
ど
が
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
世
界
を
描
き
出
す
よ
う
な
作
品
に
変
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
即
物
的
描
写
が
多
く
な
り
、
語
り
手
の
視
点
が
観
念
か
ら
現
実
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
関
東
大
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
西
洋
の
文
学
作
品
か
ら
習
得
し
た
耽
美
主
義
的

表
現
を
ち
り
ば
め
る
極
め
て
観
念
的
な
詩
法
が
崩
さ
れ
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
自
ら
の
詩
の

表
現
を
回
復
す
る
こ
と
で
き
な
か
っ
た
金
子
は
、
上
海
を
体
験
す
る
前
に
、
詩
法
の
変

革
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
三
度
の
上
海
体
験
は
金
子
の
詩
に

変
貌
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
上
海
見
聞
を
題
材
に
し
た
一
見
好
情
的
な
作
品
群
は
、

当
時
の
上
海
と
い
う
特
定
の
都
市
の
実
地
体
験
が
な
け
れ
ば
書
か
れ
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
金
子
文
学
に
お
い
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
高
く
評
価
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
『
鰹
沈
む
』
及
び
そ
の
周
辺
の
作
品
は
、
後
期
作
品
に
現
れ
る
彼
の
「
人
間
し
、

「
生
」
へ
の
関
心
や
特
徴
的
な
五
感
表
現
な
ど
、
詩
風
の
変
遷
を
考
え
る
際
、
極
め
て

重
要
な
作
品
群
な
の
で
あ
る
。

　
金
子
が
三
度
体
験
し
て
い
る
一
九
二
〇
年
代
の
上
海
と
い
う
都
市
が
金
子
に
と
っ
て
如
何

な
る
意
味
を
持
つ
場
所
で
あ
っ
た
か
、
詩
の
表
現
や
詩
想
が
変
貌
す
る
背
景
及
び
そ
の
必

然
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
次
稿
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
ま
た
、

本
稿
で
検
討
し
た
詩
の
表
現
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
後
期
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
の
解
明
は
、
難
解
と
い
わ
れ
る
戦
中
に

書
か
れ
た
所
謂
「
反
戦
詩
」
の
分
析
に
な
ん
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
う
。
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注
一
人
道
派
的
・
民
主
主
義
的
な
詩
風
の
詩
、
こ
の
名
称
は
大
正
七
年
一
月
福
田
正
夫
ら
を
中
心
に
創
刊
す

　
る
雑
誌
「
民
衆
」
に
因
む
、
（
嶋
岡
農
『
詩
と
は
何
か
』
新
潮
社
　
一
九
九
八
年
九
月
）
七
十
｝
頁

比
例
え
ば
、
村
野
四
郎
「
金
子
光
晴
詩
集
解
説
」
（
『
金
子
光
晴
詩
集
』
角
川
書
店
　
一
九
五
四
年
十

　
月
）
、
平
岡
敏
夫
「
金
子
光
晴
の
詩
」
（
『
虚
無
の
詩
・
思
想
の
う
た
』
角
川
書
店
　
一
九
六
九
年
三

　
月
）
、
三
島
盛
武
「
金
子
光
晴
」
（
『
現
代
詩
の
研
究
』
南
窓
社
　
一
九
七
七
年
十
月
）
、
大
岡
信
「
金

　
子
光
晴
論
－
自
己
形
成
と
西
洋
」
（
「
現
代
詩
読
本
」
一
九
七
人
年
九
月
）
、
山
本
健
司
「
現
代
詩

　
金
子
光
晴
研
究
一
否
定
精
神
の
芽
」
（
「
愛
媛
国
文
研
究
」
一
九
八
九
年
十
二
月
）
な
ど
が
挙
げ

　
ら
れ
る
。

睦
嶋
岡
農
「
金
子
光
晴
」
（
浅
井
清
ほ
か
編
『
詩
　
研
究
資
料
現
代
日
本
文
学
　
第
七
巻
』
明
治
書
院

　
一
九
八
○
年
十
一
月
）
二
七
一
頁

貯
首
藤
基
澄
『
金
子
光
晴
研
究
』
審
［
美
社
　
　
一
九
七
〇
年
六
月

．
加
藤
純
之
助
『
金
子
光
晴
全
集
第
一
巻
　
後
記
』
中
央
公
論
　
一
九
七
六
年
　
五
七
四
頁

£
中
島
可
一
郎
「
金
子
光
晴
の
人
と
作
品
」
（
『
金
子
光
晴
詩
集
』
中
島
可
一
郎
編
　
白
風
社
　
一
九

　
六
八
年
四
月
中

乱
三
島
盛
武
「
金
子
光
晴
」
（
『
現
代
詩
の
研
究
』
南
窓
社
一
九
七
七
年
十
月
〉

邑
澤
正
宏
氏
「
詩
史
の
中
の
金
子
光
晴
ー
ア
ジ
ア
の
永
遠
を
見
た
詩
人
i
i
」
（
『
詩
の
成
り
立
つ

　
　
と
こ
ろ
』
翰
林
書
房
　
二
〇
〇
一
年
九
月
）
二
〇
五
頁

騨
「
黄
浦
江
に
寄
す
（
他
6
篇
ご
と
い
う
詩
感
の
中
で
、
後
に
詩
集
『
鰹
沈
む
』
に
収
録
さ
れ
て
い

　
な
い
「
黄
浦
江
に
寄
す
」
、
「
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
」
と
い
う
詩
篇
は
中
央
公
論
社
版
の
『
金
子
光
晴

　
全
集
』
に
も
未
収
録
で
あ
る
。

・
大
橋
毅
彦
「
金
子
光
晴
一
ど
ぶ
泥
の
に
お
い
の
発
見
」
（
和
田
博
文
他
著
『
言
語
都
市
・
上
海
』

　
藤
原
書
店
　
一
九
九
九
年
九
月
）
七
十
七
頁

五
上
海
体
験
以
前
の
作
品
を
前
期
と
す
る
。
詩
集
『
赤
土
の
家
』
（
一
九
一
九
年
V
、
『
こ
が
ね
轟
』
二

　
九
二
三
年
）
、
『
水
の
流
浪
』
（
一
九
二
六
年
）
な
ど
で
あ
る
。

益
ジ
ャ
ン
ク
は
戎
克
の
こ
と
で
、
汽
船
が
導
入
さ
れ
る
以
前
、
中
国
で
運
搬
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た

　
帆
船
の
俗
称
で
あ
る
。
中
国
で
水
上
の
港
図
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
語
源
は
、
見

　
た
目
薄
汚
く
、
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た
感
じ
か
ら
、
英
語
の
「
ガ
ラ
ク
タ
」
を
意
味
す
る
「
旨
昌
犀
」
と
呼

　
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
中
国
の
船
を
「
q
目
昌
8
」
と
呼
ん
で
い
た

　
た
め
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。
（
小
林
宗
一
『
支
那
の
戎
克
』
揚
子
江
社
　
　
一
九
四
二
年
）
六
十
三

　
頁

詮
法
租
界
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
こ
と
で
あ
る
。
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
設
立
は
、
一
八
四
九

　
年
で
あ
り
、
数
度
の
拡
張
に
よ
っ
て
、
範
囲
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
る
。
中
国
政
府
の
主
権
が
及
ば
ず
、

　
警
察
の
取
り
締
ま
り
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
た
め
、
在
野
政
治
家
や
国
外
逃
亡
者
な
ど
の
活
動
の
拠
点

　
と
な
っ
た
。
ほ
か
に
、
秘
密
結
社
や
売
春
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

尊
二
章
以
上
か
ら
成
り
立
つ
詩
で
、
第
一
章
の
二
」
と
い
う
章
題
の
表
記
を
省
略
す
る
手
法
は
、

　
『
こ
が
ね
贔
』
か
ら
現
れ
、
後
期
の
詩
作
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
雲
」
（
『
こ
が
ね
贔
』
）
、

　
　
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
唄
」
、
「
肉
体
」
（
『
蛾
』
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

朝
当
時
の
上
海
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
、
共
同
租
界
の
よ
う
な
政
府
軍
や
反
乱
軍
な
ど
侵
入
で
き
な

　
い
中
国
政
府
の
主
権
が
及
ば
な
い
異
質
な
地
区
「
租
界
」
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
国
内
及
び
外
国
の

　
難
民
に
と
っ
て
臨
時
的
に
一
命
だ
け
を
助
か
る
「
天
国
」
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
七
年
十
月

　
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
し
た
ソ
ビ
エ
ト
政
権
に
追
わ
れ
た
帝
政
ロ
シ
ア
側
の
貴
族
や
地
主
階
級
な
ど
、

　
い
わ
ゆ
る
白
系
ロ
シ
ア
人
は
各
国
へ
の
亡
命
を
開
始
、
一
九
二
三
年
の
時
点
で
上
海
在
住
白
系
ロ

　
シ
ア
人
は
二
万
人
に
上
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
二
三
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
上
海
付
近
の
地

　
方
軍
の
戦
争
が
起
こ
り
、
二
十
五
万
人
の
難
民
が
租
界
に
避
難
し
た
と
い
う
。
上
海
は
難
民
、
浮

　
浪
人
、
亡
命
者
が
集
ま
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
（
信
濃
憂
人
課
編
『
支
那
民
衆
の
告
白
』
青
年
書
房
　
一

　
九
四
〇
年
四
月
）

図
丘
村
松
梢
風
「
不
思
議
な
都
市
『
上
海
』
」
（
「
中
央
公
論
」
一
九
二
一
二
年
八
月
号
）

護
　
「
（
前
略
）
こ
」
虚
な
る
無
声
境
、
浮
べ
る
物
や
、
泳
ぐ
も
の
、
／
生
だ
る
物
も
、
死
し
た
る
も
、

　
此
空
漠
の
荒
野
に
は
、
／
音
信
も
無
し
、
影
も
無
し
、
た
ゴ
水
先
の
小
判
鮫
、
／
真
黒
の
鰭
の
ひ

　
た
う
へ
に
、
沈
々
と
し
て
眠
る
の
み
。
　
／
行
き
ね
、
妖
怪
、
な
れ
が
身
も
人
間
道
に
異
ら
ず
、

　
／
醜
悪
、
狸
猛
、
暴
戻
の
た
え
て
異
る
ふ
し
も
無
し
。
／
心
安
か
れ
、
鱗
ざ
め
よ
、
明
日
や
食
ら

　
は
む
人
間
を
、
／
又
さ
は
い
へ
ど
、
汝
が
身
も
、
明
日
や
食
は
れ
む
、
人
聞
に
。
　
／
聖
な
る
飢

　
は
正
法
の
永
く
つ
ゴ
け
る
殺
生
業
、
／
か
げ
深
海
も
光
明
の
天
つ
み
そ
ら
も
け
ち
め
な
し
。
／
そ

　
れ
人
聞
も
、
鱗
鮫
も
、
残
害
の
徒
も
、
餌
食
等
も
、
／
見
よ
、
死
の
神
の
前
に
し
て
、
二
つ
な
が

　
ら
に
罪
ぞ
無
き
。
」
（
『
海
潮
音
』
新
潮
社
　
一
九
五
二
年
十
一
月
）

遵
サ
メ
の
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
因
幡
の
白
兎
の
神
話
で
あ
る
。
「
故
、
紅
海
和
迩

　
言
、
一
一
沼
目
、
欲
計
族
之
多
少
。
（
中
略
）
汝
者
我
見
二
言
寛
、
即
三
三
端
和
迩
、
捕
我
悉
剥
我

　
衣
服
。
」
（
故
、
海
の
和
迩
を
欺
き
て
言
ひ
し
く
、
吾
と
汝
と
競
べ
て
、
族
の
多
き
少
き
を
計
へ
て

　
む
。
（
三
一
）
言
ひ
寛
は
る
即
ち
、
最
端
に
伏
せ
り
し
和
迩
、
我
を
捕
へ
て
悉
に
我
が
衣
服
を
剥
ぎ

　
き
。
）
（
『
古
事
記
』
小
学
館
　
一
九
九
七
コ
口
七
六
頁
）
坪
内
三
三
の
家
庭
児
童
劇
「
因
幡
ウ
サ
ギ
」
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や
巌
谷
小
波
の
お
伽
話
「
兎
と
鰐
」
は
こ
の
神
話
を
も
と
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
『
風
土
記
』
に

　
は
サ
メ
に
襲
わ
れ
た
話
が
あ
る
。
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
甲
早
年
七
月
十
三
日
、
語
臣

　
猪
麻
呂
之
女
子
、
逡
遥
黒
埼
、
遊
芸
遇
和
爾
所
思
不
販
。
」
（
飛
鳥
の
浮
鞭
原
の
宮
に
御
宇
し
め
し

　
し
天
皇
の
御
世
、
甲
戌
の
年
七
月
十
三
日
、
語
臣
猪
麻
呂
の
女
子
、
件
の
埼
に
趙
遥
び
て
、
蓬
逓

　
に
三
三
に
遇
ひ
、
賊
は
れ
て
販
ら
ざ
り
き
。
〉
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
小
学
館
　
一
九
九
七
年
　
一
四

　
〇
頁
）
。
こ
れ
ら
古
典
の
記
述
で
は
、
「
和
迩
」
、
「
和
爾
」
と
記
し
て
い
る
が
、
「
員
本
に
爬
虫
類
の

　
ワ
ニ
は
い
な
い
た
め
、
サ
メ
（
鮫
）
の
類
を
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
」
（
『
古
事
記
』
七
十
六
頁

　
注
四
）
、
「
海
に
棲
む
凶
暴
な
動
物
で
あ
る
が
、
不
詳
。
サ
メ
（
鮫
）
説
、
フ
カ
（
膿
）
説
な
ど
が

　
あ
る
。
」
（
『
風
土
記
』
小
学
館
一
四
「
頁
注
二
十
四
）
と
解
釈
し
て
い
る
。

憂
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
サ
メ
は
ル
カ
ン
（
田
。
ρ
9
口
）
と
い
う
。
こ
れ
は
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
「
レ
ク
イ

　
エ
ム
」
（
切
㊦
貞
鼠
㊦
日
V
に
由
来
し
、
死
の
恐
怖
に
つ
な
が
る
魚
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

　
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
で
も
恐
怖
や
不
正
な
も
の
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。
（
矢
野
憲
一
『
鮫
』
法

　
政
大
学
出
版
局
　
一
九
七
九
年
年
八
月
）

嚢
表
現
に
強
調
を
加
え
る
た
め
に
余
分
の
語
を
付
け
加
え
る
こ
と
。
た
と
え
ば
上
へ
上
が
る
。
眼
で

　
見
る
の
ご
と
し
。
（
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
ガ
ス
ト
ン
『
空
と
夢
i
運
動
の
想
像
力
に
か
ん
す
る
試
論
』

　
宇
佐
見
英
治
訳
　
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
六
人
年
二
月
V
一
四
八
頁

鑑
　
『
現
代
詩
人
全
集
　
第
十
二
巻
』
新
潮
社
　
昭
和
五
年
六
月
　
一
三
五
頁

珪
　
『
梶
井
基
次
郎
全
集
　
第
一
巻
』
筑
摩
書
房
　
一
九
九
九
年
　
十
一
月
十
日
　
八
一
九
頁

昌
『
鰹
沈
む
』
（
一
九
二
八
年
）
以
前
の
詩
篇
と
し
て
、
『
赤
土
の
家
』
（
一
九
一
九
年
）
、
『
こ
が
ね

　
轟
』
（
一
九
二
三
年
頃
、
『
水
の
流
浪
』
（
｝
九
二
六
年
）
の
詩
篇
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
こ
れ
は
大
正
十
四
年
八
月
号
の
「
短
歌
雑
誌
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
「
十
和
田
の
旅
」
と
い
う
エ

　
ッ
セ
イ
に
嵌
め
て
い
る
一
篇
の
短
詩
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
昭
社
民
の
全
集
に
も
、
中
央
公
論
社

　
版
全
集
に
も
未
収
録
で
あ
る
。

葺
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、
ガ
ス
ト
ン
『
水
と
夢
i
物
質
的
想
像
力
に
つ
い
て
の
試
論
』
小
浜
俊
郎
・
桜

　
木
泰
行
訳
　
国
文
社
　
一
九
六
九
年
八
月
　
二
七
二
頁

望
星
野
徹
「
金
子
光
晴
の
水
の
イ
メ
ジ
ー
『
こ
が
ね
轟
』
か
ら
『
人
間
の
悲
劇
』
ま
で
」
（
『
ユ
リ

　
イ
カ
』
｝
九
七
二
年
五
月
）
　
一
六
四
頁

護
『
左
伝
・
隠
公
元
年
』
に
「
不
及
黄
泉
、
無
相
見
也
。
」
と
あ
る
。
杜
注
に
よ
る
と
「
地
之
泉
、

　
故
日
黄
泉
」
と
さ
れ
、
「
黄
泉
」
、
地
下
に
流
れ
る
泉
、
死
者
の
集
ま
る
と
こ
ろ
、
死
後
の
世
界
で

　
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
黄
泉
（
よ
み
じ
）
に
行
っ
た
の
ち
で
な
け
れ
ば
お
会
い
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

　
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
（
『
春
秋
左
氏
伝
↓
』
明
治
書
院
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
）

－
慧
幽
都
、
ま
た
黒
漆
と
も
い
う
。
書
室
．
す
な
わ
ち
玄
都
、
水
の
都
で
あ
る
。
（
『
説
文
』
）
。
ま
た
『
山

　
海
経
』
で
冥
界
と
さ
れ
て
い
る
毘
宮
山
は
、
水
の
霊
府
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
も
の
う
ん
う
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
き

露
「
夫
物
一
芸
、
各
復
図
根
」
（
『
老
子
』
第
十
六
章
）
（
夫
れ
物
芸
芸
た
る
も
、
各
々
其
の
根
に
復
帰

　
す
る
）
万
物
は
根
か
ら
生
え
だ
し
、
繁
茂
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
そ
の
根
源
に
も
ど
る
と
い
う
。

　
（
『
老
子
』
明
治
書
院
　
昭
和
四
十
一
年
）
三
十
七
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

葺
　
「
黄
鐘
者
陽
気
踵
黄
泉
而
出
也
。
其
於
十
二
子
為
子
。
子
者
滋
也
。
滋
者
言
置
者
於
．
下
也
．
。
」
（
『
史

　
記
・
律
書
』
）
黄
鐘
の
鐘
は
、
腫
と
通
じ
、
集
ま
る
の
意
。
意
味
は
、
黄
鐘
と
は
陽
気
が
黄
泉
に
集

　
ま
づ
て
湧
き
出
る
の
で
あ
り
、
十
二
支
で
は
子
（
し
・
ね
）
で
あ
る
。
子
と
は
滋
と
い
う
こ
と
で
、

　
万
物
が
地
上
に
茂
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
黄
泉
に
湧
き
出
る
〈
水
〉
は
万
物
の
生
の
も
と
で
あ
る

　
と
い
う
こ
と
．
で
あ
る
。
（
『
史
記
』
明
治
書
院
　
平
成
七
年
五
月
）

薩
第
一
回
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
中
ベ
ル
ギ
ー
滞
在
時
の
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、
『
こ
が
ね
贔
』

　
と
は
「
別
個
な
作
品
」
と
し
て
、
「
『
こ
が
ね
轟
』
の
な
か
の
「
熊
笹
」
と
一
連
の
よ
う
な
地
道
で
、

　
意
欲
的
な
作
品
を
あ
つ
め
て
」
（
『
詩
人
』
第
六
巻
一
五
七
頁
）
、
も
う
一
冊
出
す
予
定
だ
っ
た
と
自

　
伝
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
草
稿
は
失
わ
れ
、
後
に
再
度
制
作
し
た
の
が
未
刊
詩
集
『
大
腐
煽
頒
』

　
で
あ
る
。
初
め
て
世
に
出
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
創
元
社
の
『
金
子
光
晴
詩
集
』
に
収
録
さ

　
れ
た
時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
再
度
制
作
し
た
『
大
腐
燗
頬
』
の
詩
法
を
検
討
せ
ず
に
、
従
来

　
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
こ
が
ね
轟
』
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
の
は
妥
当
で
は
な
い

　
と
思
わ
れ
る
。
以
上
引
用
し
た
詩
の
断
片
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
大
揚
子
江
」
と
い
う
よ
う
な
明
ら

　
か
に
中
国
体
験
後
に
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
表
現
を
用
い
て
い
る
。
『
水
の
流
浪
』
に
お
け
る
よ
う

　
な
直
蔵
な
情
念
の
噴
出
を
表
わ
す
表
現
は
見
当
た
ら
ず
、
苛
烈
な
表
現
及
び
、
後
に
頻
出
す
る
生

　
理
的
表
現
も
見
ら
れ
る
。
本
論
で
は
詩
篇
「
大
腐
燗
類
」
の
制
作
時
期
を
『
水
の
流
浪
』
の
後
、

　
上
海
体
験
後
書
か
れ
た
『
鰻
沈
む
』
の
前
後
と
す
る
。
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「
『
蟻
沈
む
』

及
び
周
辺
の
詩
」
の
構
成
と
書
誌

　
　
　
（
表
記
の
説
明
　
×
削
除
さ
れ
た
詩
篇

O
改
稿
さ
れ
た
詩
篇
　
●
初
出
と
同
．
じ
詩
篇
）

1

初
出

タ
イ
ト
ル

　
有
明
社
『
鰹
沈
む
』
一
九
二
七
年
五
月
十
五
日

　
詩
集
社
『
擁
火
」
一
九
二
八
年
七
月
一
日

創
元
社
『
金
子
光
晴
詩
集
」
一
九
五
一
年

中
央
公
論
社
『
金
子
光
晴
全
集
』
一
九
七
五
年
十
月
～
一
九
七
七
年
一
月

「
日
本
詩
人
」
一
九
二
六
年
六
月
｝
日

上
漉
よ
り

X

O
．

「
詩
神
」
一
九
二
六
年
七
．
月

屋
上
よ
り

X

X

「
日
本
詩
人
」
一
九
二
六
年
八
月

長
崎
だ
よ
り

X

○

■
「
詩
神
」
　
　
一
九
二
六
年
九
月

「
サ
ン
デ
｝
毎
日
」
一
九
二
六
年
九
月
五
日

西
湖
舟
遊

X

×

X

「
日
本
詩
人
」
一
九
二
六
年
十
月

南
支
記

X

×

O

「
短
歌
雑
龍
」
．
一
九
二
六
年
十
月

古
都
南
京
（
1
）

X

X

0

「
不
同
調
」
［
九
二
六
年
十
月
一
日

古
都
南
京
（
2
〕

X

X

○

「
近
代
風
景
」
創
刊
号
一
九
二
六
年
十
一
月

海
の
憂
諺

×

○

X

O

「
少
年
倶
楽
部
」
一
九
二
六
年
十
一
月
一
日

．
な
げ
き
の
槍

×

×

X

「
随
鐵
」
．
一
九
二
六
年
十
一
月

O
O
O
O
O
一
〇

0
0
0
0
Q
O

O
O
O
O
O
O

蘇
州
城
写
真
桂
魚
鰺
沈
む
ー
ー
黄
浦
江
に
　
　
寄
す

●
●
●
●

O
O
O
O

O
O
O
O

「
手
帳
」
．
一
九
二
七
年
九
月
一
日

腹
兵
隊
湖
心
享

X
X
X

O
O
O
　
　
　
　
　
－

「
苦
楽
」
一
九
二
七
年
十
一
．
月
一
日

し
遭
，
か
ん
め
い
塵
娼
館
哀
歌

×

×
　
小
壁

「
少
年
倶
楽
部
匂
一
九
二
七
年
十
一
月
一
日

X

X

（「

纉
�
ｵ
年
十
一
月
一
日

電
舶
　
二
西
瀕

X

×

「
詩
集
」
創
刊
号
一
九
二
七
年
十
｝
月

鴉

X

0

「
詩
集
」
一
九
二
七
年
十
二
月

夜

Q

「
詩
神
」
一
九
二
八
年
一
月
一
日

上
水
に
て

×
．

Q

「
詩
集
」
一
九
二
八
年
二
月

冬

●

X

●

「
詩
桑
」
一
九
二
八
年
三
月

春

X

●

「
詩
集
」
一
九
二
八
年
四
月
一
日

脳

●

X

●

「
詩
神
」
一
九
二
八
年
五
月
一
日

黄
演
江
の
唄
漁
唱

×
X

X
×

「
詩
神
」
一
九
二
八
年
六
月
｝
日

象
箸
天
笠
寺
石
．
嫁

X
X
X

●
●
●

佛
■

X

●

蓑
一
九
江
一

×

●

渦
．

●

X

「
詩
集
」
一
九
二
八
年
七
月

大
揚
子
江

●

X

●

「
文
芸
」
一
九
二
八
年
七
月
一
日

曳
網

1

X

×

「
若
草
μ
一
九
二
八
犀
＋
］
月

上
海
一
郁
達
夫
へ

X

●

「
文
芸
」
［
九
二
八
年
置
】
月
一
日

死
の
遊
戯

X

X

「
蒔
集
」
一
九
二
八
年
＋
一
．
「
月
｝
日

上
海
一
郁
達
夫
君
へ

X

X

「
文
芸
」
一
九
二
八
年
＋
二
月
一
日

情
熱

×

●

「
週
刊
朝
日
」
一
．
九
二
八
年
十
二
月

上
海
唄
　
小
姫
の
唄
　
港
の
雨
景

×
X

●
●
　
　
　
1

．
「
週
刊
朝
日
」
　
一
九
二
九
年
一
月
｝
日

上
海
唄
　
海
賊
の
唄

X

X

文
攣
時
代
」
創
刊
号
一
九
二
九
年
五
月

X

●
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